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開議 午前１０時００分

◎議長（林 茂議員）

皆さんおはようございます。ただいまの出席議員は１７名であります。定足数に達して

おりますので、本日の会議を開きます。

なお、西村議員より少し遅れるとのご連絡がございましたので、ご報告をしておきます。

日程に入る前に諸般の報告をいたします。去る９月７日、本会議散会後に決算審査特別委

員会が開催され、委員長に久保田哲生君。副委員長に原政義君が互選されましたので、ご

報告をいたしておきます。

次に、市長より、議案第７０号、令和３年度美馬市一般会計補正予算（第６号）が提出

されております。後ほど提案理由の説明をいただくこととしておりますので、ご報告をい

たしておきます。

以上で諸般の報告を終わります。これより本日の日程に入ります。本日の議事日程は配

付の日程表のとおりでございます。日程第１、会議録署名議員の指名を行います。会議録

署名議員は、会議規則第８８条の規定により、１６番 谷明美君。１７番 前田良平君。

１８番 武田保幸君を指名いたします。

次に、日程第２、市政に対する代表質問を行います。

通告者は、ご配付の代表質問一覧表のとおり、通告は３件であります。

初めに、美馬未来の会、中川重文君。

◎６番（中川重文議員）

６番、中川。

◎議長（林 茂議員）

６番、中川重文君。

［６番 中川重文議員 登壇］

◎６番（中川重文議員）

ただいまより、議長より、美馬未来の会としての代表質問の許可をいただきましたので、

可能な範囲で通告に沿って順次質問をさせていただきます。

まず初めに、私は、今日まで、議場で代表質問を始め、一般質問や質疑を幾度となくさ

せていただいていますが、かねてから質問通告書は、市長さんの所信表明を伺ってからと

の立場を取っておりましたので、いつも質問の順位は後半でありました。

ところが、今回、少し早めに提出したところ、このように、初めてトップバッターで質

問をさせていただくことになりまして、いつもより緊張していますが、よろしくお願いい

たします。

それでは、早速質問に入っていきますが、ご答弁される方には、いつも申し述べさせて

いただいていますが、市民目線に立ち、理解しやすい言葉で明快なご答弁を期待していま

すので、どうかよろしくお願いいたします。

それでは、内容の説明について、具体的に順次説明をさせていただきます。

通告質問件名は３件上げさせていただきました。そして、質問の要旨は、件名に対して
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それぞれ３点ずつ通告させていただきました。

まず、通告質問１件目として、美馬市における新型コロナウイルス感染症についてお尋

ねします。

新型コロナウイルス感染症は、ワクチン接種は全国的に進んでいる状況にも関わらず、

現在、第５波と言われる変異株のウイルスにより、感染する人の波が大きく押し寄せ、感

染者数や重傷者数も過去最高を更新しました。

そして、政府の対策として、期限が９月１２日までだった緊急事態宣言を、２県を除い

て１９都道府県において、９月３０日までに更に延長しました。また、蔓延防止等重点措

置についても一部解除しましたが、なお全国８県においては、同様に期限の延長を決定し

ています。

そこで、お尋ねしたいことは、質問件名１の要旨１点目ということで、感染者数の状況

と要因はと通告していますので、我が美馬市におきましても同様に、近隣の市町村のクラ

スター関連などで、累計の感染者数が大きく増えているのかと思います。

そこで、美馬市においては、これまでに、どのような年代で、どのような時期に、感染

者が何人発生したのか。また、変異株のウイルス感染者はいなかったのか。更には、ほと

んど情報が入ってきませんが、累計感染者数から何人の人が回復され、通常の生活に戻ら

れているのでしょうか。県の発信する日々の感染者情報においては、居住地の内訳は、市

町村ごとに発信されているのですが、退院者数は、総合計しか発信されていないので、ご

答弁が難しいかもわかりませんが、分かる範囲でよいのでご答弁願えればと思っています。

次に、いろいろな状況や要因を把握して、難しいと思いますが、どのように分析して対

策につなげていっているのかを、まずご説明願えればと思っていますので、ご答弁のほど

よろしくお願いします。

その上で、要旨２点目のワクチンの接種状況と今後の方針や、要旨３点目の今後の感染

症対策について、また、小中学校も含めた感染症対策をお尋ねしていきたいと思っていま

すが、その件に関しましては、再問、再々問においてお尋ねしますので、その時ご答弁の

ほどよろしくお願いしたいと思います。

次に、通告質問２件目として、防災・減災についてお尋ねします。

この件につきましても、何回か質問させていただいていますが、今回は、土砂災害の防

災・減災についてお尋ねしたいと思います。

土砂災害とは、皆さんご承知のとおり、大雨や地震に伴う崖崩れや土砂崩れのように斜

面の崩壊であり、地滑りや土石流などにより、人の生命や財産が脅かされる災害でありま

す。ここ数年、全国のあちらこちらで、台風や地震はもちろんのこと、大雨や集中豪雨に

より大規模な水害や土石流災害が発生しています。そして大被害の要因として、線状降水

帯という言葉が定着しつつあるように思います。

そこで、まずお尋ねしたいことは、通告質問の要旨１点目ということで、土砂災害への

警戒及び現状と対策はということで、美馬市の土砂災害警戒区域また土砂災害特別警戒区

域についての考え方や指定箇所数、また、情報に対する警戒や、いざ避難指示が発令され
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た時のあるべき行動、更には、分散避難や立ち退き避難に対しての対処方法や現状につい

て、市民の皆さんが個々に速やかに安全な場所に避難するには、どのような対策を取れば

よいのかをお尋ねしますので、ご答弁のほどよろしくお願いします。

次に、要旨２点目の災害発生時の避難所での新型コロナ感染対策と要旨３点目の今後の

課題と取組については、先ほどと同じく、再問、再々問においてお尋ねしますので、その

時ご答弁のほどよろしくお願いします。

最後に、通告質問３件目として、業務の民間委託についてお尋ねします。

２０１５年より政府が進める地方財政改革の柱として、歳出改革について基本方針が示

され、幅広く民間の活力を生かしながら歳出を抑制する社会改革が動き始めました。それ

に伴い、美馬市でも数年前から幾つかの公共サービス関係等が民間委託されてきたと思い

ます。

そこで、お尋ねしたいことは、通告質問の要旨１点目で、現在の委託状況はと通告して

いますので、現在までにどのような指針の下、どのような項目について、業務の見直しや

アウトソーシング等を実施されてきたのか、状況説明をお尋ねしますので、ご答弁のほど

よろしくお願いしたいと思います。

次に、要旨２点目の目的と成果の状況はと、要旨３点目の今後の課題と対策については、

同じく初問の答弁をお伺いした後に、再問、再々問においてお尋ねしますので、その時に

ご答弁のほどよろしくお願いします。

以上で、通告質問の３件についての初問についての説明をさせていただきました。

先ほど申し上げましたとおり、各質問件名の要旨２と３については、初問の答弁を聞い

た後、再問及び再々問で質問をさせていただきたいと思っていますので、ご答弁漏れなき

ように、分かりやすい明快なご答弁を期待していますので、よろしくお願いいたします。

◎保険福祉部長（住友礼子君）

議長、保険福祉部長。

◎議長（林 茂議員）

はい、住友保険福祉部長。

［保険福祉部長 住友礼子君 登壇］

◎保険福祉部長（住友礼子君）

６番、美馬未来の会、中川重文議員からの代表質問のうち、私からは、美馬市の新型コ

ロナウイルス感染症に関して、感染者数の状況と要因等についてお答えさせていただきま

す。

美馬市における感染者数は、本日までで累計４２人となっております。このうち、多く

の方が感染した時期としては、ゴールデンウイーク中の５月上旬から中旬にかけてで、１

４人が感染しております。

感染者の年齢層としては、６０歳以上の方が全体の３３％、４０歳代、５０歳代の方が、

４０％、３０歳代以下の方が２７％と、若年齢層で比較的少ない状況でした。

その後、感染者ゼロが２か月余り続いていましたが、７月下旬から８月中旬にかけて、
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連休やお盆の時期も重なり、再び感染者数が増大し、この時期に１３人の方が感染してい

ます。

７月下旬以降の感染者の年齢層としては、３０歳代以下の若年齢層で最も多く、全体の

５２％を占め、続いて、４０歳代、５０歳代の方が４１％、６０歳以上の方は７％と少な

い状況でした。

美馬市の感染者に変異株の方がどれくらいいらっしゃるのかにつきましては、市町村ご

との変異株の状況は公表されておりませんが、徳島県のホームページによりますと、６月

２日から県により変異株のスクリーニング検査が行われておりまして、県全体としては、

６月２日から９月９日までの間に実施したスクリーニング検査数３３０に対しまして、変

異株の陽性者が１４８という状況でございます。

また、感染者のうち、回復している方の人数につきましても、市町村ごとの状況は公表

されておらず、県全体として、９月１３日時点では、累計の感染者数３,１１４人に対し、

退院者は２,７７５人という数値が公表されております。

次に、感染状況の分析と対策についてでございますが、美馬市における感染者の増加の

要因は、中川議員のご質問の中にもありましたように、近隣の市や町の会社関連クラスタ

ーや、児童等利用施設関連クラスターに関係した感染があったことでございます。しかし

ながら、休日が続いた時期に感染者が増加していることから、根本的な原因はやはり人流

増加によるものと考えられます。

このことから、市といたしましては、基本的な感染症対策であるマスクや手洗い、密の

回避などを呼びかけるとともに、県と合同で夜間に飲食店への時短営業調査を行っており

ます。また、ホームページなどを通じ、県の「とくしまアラート」の状況を周知し、感染

拡大区域への移動の注意などを呼びかけております。

◎企画総務部長（吉田正孝君）

議長、企画総務部長。

◎議長（林 茂議員）

はい、吉田企画総務部長。

［企画総務部長 吉田正孝君 登壇］

◎企画総務部長（吉田正孝君）

続いて、私から、防災・減災について及び業務の民間委託についてのご質問に順次お答

えいたします。

まず、土砂災害への警戒についてのご質問でございますが、お尋ねのございました土砂

災害警戒区域につきましては、土砂災害警戒区域等における土砂災害防止対策の推進に関

する法律及び同法施行令に基づき、急傾斜地の崩壊等が発生した場合に、住民等の生命又

は身体に危害が生ずる恐れがあると認められる土地の区域について、県が土地の調査を行

い、指定の必要があると判断された区域があった場合には、市町村長に意見の照会を行っ

た上で、知事が指定することとされております。

また、土砂災害特別警戒区域につきましては、警戒区域のうち、急傾斜地の崩壊等が発
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生した場合に、建築物に損壊が生じ、住民等の生命又は身体に著しい危害が生ずる恐れが

あると認められる土地の区域について、警戒区域同様、市町村長の意見を聞いた上で、知

事が指定をすることとされておりまして、令和３年３月末現在、市内におきましては、１,

４４６区域が土砂災害警戒区域に、このうち１,３７９区域が土砂災害特別警戒区域に指

定をされております。

一方、土砂災害警戒情報につきましては、土砂災害に係る大雨警報の発表後、災害発生

の危険性が高まった場合に、県と気象台が共同で発表する防災情報でございまして、土砂

災害発生が予想される２時間前に、合併前の旧市町村単位で発表されます。

また、災害対策基本法の改正に伴い、本年５月２０日から避難勧告が廃止をされ、土砂

災害警戒情報に対応する警戒レベル４の避難情報が、避難指示に一本化されましたが、国

からは、土砂災害警戒情報が発表された場合、空振りを恐れることなく、ちゅうちょせず

に避難指示を発令するよう求められているところでございます。

ただ、旧町村の区域を対象に避難指示を一律に発令いたしますと、避難情報に対する市

民の信頼性を損なう恐れがあり、また、安全な場所にいる方にまで立ち退き避難を求める

ことになり、かえって危険となる場合もございます。

そこで、本市におきましては、土砂災害警戒情報の発表が予測される場合には、気象庁

ホームページ上の危険度分布、いわゆる「キキクル」におけるメッシュ情報や、気象台へ

のこまめな聞き取りを通じて、発令対象区域の絞り込みを行い、土砂災害警戒情報が発表

された場合には、直ちに避難指示を発令することとしております。

この取扱いは、気象台が大雨警報を発表した場合に発令する高齢者等避難においても同

様でございますが、実際には発令対象区域の絞り込みが困難な場合も多くございまして、

旧町村の区域や脇、美馬、穴吹などの全域に発令する場合もございます。

なお、本市では、現在ハザードマップの改訂作業を進めておりまして、本年度末をめど

に全世帯へ配布をさせていただく予定でございます。

市民の皆様には、居住されている場所の状況をハザードマップでご確認をいただき、土

砂災害警戒区域や特別警戒区域にお住まいの方につきましては、立ち退き避難を基本とし

た避難行動を、また、その他の区域にお住まいの方につきましても、避難指示や高齢者等

避難などの避難情報が発令された場合には、速やかに安全な場所へ避難いただきますよう

お願いをいたします。

続いて、業務の民間委託に関するご質問にお答えをいたします。

まず、国におきましては、これまでも地方行革の手法として民間委託を促しておりまし

たが、平成２７年８月、人口減少、高齢化の進行、行政需要の多様化など社会経済情勢の

変化に一層適切に対応するため、ＩＣＴの徹底的な活用や民間委託などを通じ、更なる業

務改革を推進することを求めた通知が、総務大臣から発出をされました。

一方、本市におきましても、人口減少や歳入の減少が見込まれる中で、どのように行政

サービスの水準を維持していくのかが大きな課題となっておりまして、国の方針なども踏

まえ、平成２８年３月に美馬市行財政改革指針を定めたところでございます。
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この指針の中で、業務の見直しとアウトソーシングの推進、公営企業、一部事務組合、

第三セクター、各種団体等の見直し、組織・財務・施設マネジメントの強化と定員の適正

管理、高度化、複雑化する行政ニーズに対応する人材の確保・育成、自治体クラウドの導

入とＩＣＴの活用、歳入の確保対策の６つを掲げておりますが、このうち業務の見直しと

アウトソーシングにつきましては、限られた人材を、新たな行政課題への対応に当たらせ

るため必要不可欠なものとして、可能なものから民間委託を進めることとしたものでござ

います。

なお、現在の委託の状況でございますが、指針の策定以前から職員が行っておりました

水道施設管理業務の一部を、平成２４年度から順次民間へ委託したほか、学校業務員につ

きましても、同じく平成２４年度から順次配置を取りやめ、各学校の環境整備業務を委託

をしております。

また、指針の策定以降におきましても、平成２９年度から、音声告知放送のアナウンス

業務を緊急なものを除いて民間へ委託したほか、平成３１年度からは、葬斎場の管理運営

業務や庁舎間の文書配送業務、一部事務組合であるひかり荘の給食調理業務を、また、令

和元年９月からは、職員の年末調整業務を民間へ委託しております。

更に本年７月からは、脇町市民サービスセンターの窓口業務の一部を民間へ委託してお

り、一部事務組合であります美馬環境整備組合の可燃ごみ収集業務につきましても、令和

４年度以降、民間へ委託することとしております。

◎６番（中川重文議員）

６番、中川。

◎議長（林 茂議員）

はい、６番、中川重文君。

［６番 中川重文議員 登壇］

◎６番（中川重文議員）

各初問に対するご丁寧なご答弁ありがとうございました。

初問の答弁を聞きましたので、先送りにしていた各質問件名に対する要旨２点目につい

て、質問させていただきます。

まず、美馬市の新型コロナウイルス感染症につきましての要旨２点目は、ワクチン接種

状況と方針はであります。初問のご答弁を要約しますと、コロナウイルス感染の根本的な

原因は、人流の増加によるものと考えられる。基本的な感染症対策の徹底と不要不急の県

をまたいだ移動は自粛していただきたい。また、県の「とくしまアラート」の状況を周知

し、感染拡大区域への移動の注意などを呼びかけているとのことであったかと思います。

そこでお尋ねしたいことは、これまでもその時々で、タイミングよく接種状況を発信し

ていただいていますが、現時点での最新の接種状況と年代別ワクチンの接種完了時期の方

針を、計画でも良いので、ご答弁願えればと思っています。

続いて、質問件名２の防災・減災についての要旨２点目は、災害発生時、避難所での新

型コロナ感染症対策はであります。
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初問のご答弁で、土砂災害警戒区域は、美馬市内で１,４４６区域あるとのこと。また、

災害基本法の改正により、令和３年５月２０日から、警戒レベル４の避難情報が即避難指

示に一本化されたとのことでありました。更に令和４年３月をめどに、ハザードマップの

改訂版を全世帯に配布予定とのことでありました。

そこで、お伺いしたいことは、いざ避難指示が発令された時、市が開設する避難所にお

いての新型コロナ感染症対策は万全だと思いますが、今や立ち退き避難を基本に分散避難

や縁故避難など、本人が安全だと思うところに速やかに避難してくださいとの推奨であり

ます。

極端なことを申せば、その時の状況により、家族間でも別々なところに避難することが

発生すると思います。そのような時に、備蓄物資や新型コロナ感染症対策については、美

馬市としてどのように考え、市民の皆様にどのように啓発されようとしているのかをお尋

ねしますので、ご答弁のほどよろしくお願いいたします。

質問３件目の業務の民間委託についての要旨２点目は、目的と成果の現状はであります。

初問のご答弁では、国の地方改革を発端にし、国の方針などを踏まえて、今から約５年

前に、平成２８年３月に美馬市行財政改革指針を定めたとのことでした。

実績としては、６項目の指針の策定以前の平成２４年度から、民間への業務委託は８件

ほどあり、今現在においても、令和４年度に、１件は民間への業務委託を決定していると

のことでありました。

そこでお伺いしたいことは、美馬市としての独自の真の目的や方針などは、実施計画と

推進体制の中で、ＰＤＣＡサイクルにより実行するため、可能な限り具体的な数値目標を

設定した実施計画を策定するとなっていると思いますので、コストとコンプライアンスの

関係の心配も発生します。今までの実績に対する成果の検証や評価はどのようになってい

るのかをお尋ねしますので、ご答弁のほどよろしくお願いします。

以上で再質問を終わります。ご答弁内容により、再々質問をさせていただきたいと思っ

ていますので、よろしくお願いいたします。

◎保険福祉部長（住友礼子君）

議長、保険福祉部長。

◎議長（林 茂議員）

はい、住友保険福祉部長。

［保険福祉部長 住友礼子君 登壇］

◎保険福祉部長（住友礼子君）

６番、美馬未来の会、中川重文議員の代表質問の再問のうち、私からは、新型コロナウ

イルスワクチンの接種状況等についてお答えさせていただきます。

ワクチン接種につきましては、国から示されている接種の優先順位があり、本市もこれ

により接種を進めてまいりました。

まず、最優先されるのが医療従事者、次に、６５歳以上の高齢者の方でございます。こ

れらの方々につきましては、希望されるほとんどの方へ２回のワクチン接種が７月末まで
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に終了しております。接種率は約８７％でございます。

次に、６０歳から６４歳までの方、高齢者施設に勤務されている方及び基礎疾患をお持

ちの方への接種。続いて、認定こども園や小中学校に勤務されている方への接種を行い、

また、消防団員の方にも早い時期に接種をしていただきました。

そのほかの方につきましては、年齢を区切って段階的に接種を実施し、８月からは、医

療機関における個別接種に加え、市が運営する集団接種も実施しております。

現時点で、６４歳以下の方のうち、接種済み又は予約済みの方は、全体の約５９％とな

っており、高齢者を含む１２歳からの市民全体としては、接種済み又は予約済みの方が約

７８％となっています。現在も予約を受け付けておりますが、９月に入ってからは、新た

に予約される方が少なくなり、希望される方については、ほぼ接種や予約が完了している

と考えておりまして、９月末までには、１２歳からの市民の７０％近くの方が接種を完了

すると見込んでおります。

市といたしましては、希望される方全ての接種をできる限り早期に完了させたいと考え

ておりますので、希望者の方でまだ予約がお済みでない方には、早期にご予約いただきま

すよう呼びかけてまいりたいと考えております。

◎企画総務部長（吉田正孝君）

議長、企画総務部長。

◎議長（林 茂議員）

はい、吉田企画総務部長。

［企画総務部長 吉田正孝君 登壇］

◎企画総務部長（吉田正孝君）

続いて、私から、防災・減災について及び業務の民間委託についての再問にそれぞれお

答えいたします。

まず、避難所を含む避難時における感染症対策についてのご質問でございますが、新型

コロナウイルスの感染拡大を受け、ご自宅にとどまることが危険な場合には、市が開設す

る避難所への避難や、親戚・知人宅などへの縁故避難など分散避難が推奨されております。

このうち、市が開設する避難所におきましては、受付時に検温と問診を行うとともに、

避難された方には、アルコール消毒液による手指消毒をお願いしておりまして、発熱され

た方が避難された場合に備えた部屋の確保や、避難された方同士の間隔の確保を含め、感

染防止対策を講じているところでございます。

また、昨年度購入いたしましたテントやパーティションなどにつきましても、主な避難

所への配備を済ませておりまして、避難所開設・運営リーダー研修や、避難所検証訓練に

おいても活用をさせていただいているところでございます。

一方、感染防止の観点から、分散避難を促していることを踏まえますと、議員ご指摘の

とおり、親戚や友人・知人宅への縁故避難を行う場合においても、感染防止対策は必要と

なってまいります。

本年度実施をいたしました分散避難対応備蓄物資等購入支援事業では、在宅避難用のト
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イレ・衛生用品セットや車中泊避難セットの中に、持ち出し可能なマスク、除菌スプレー

といった感染防止用の商品を組入れましたが、避難先の親戚や友人・知人宅におきまして

も、部屋を分けるなど密を避けていただくとともに、換気や手洗い、手指消毒といった基

本的な感染防止対策を講じていただくことが必要でございます。

このため、市といたしましても、分散避難を含めた避難時における感染防止対策につき

まして、様々な場面を通じ、啓発を行ってまいりたいと考えております。

続いて、民間委託の目的や期待される効果についてのご質問にお答えをいたします。

業務の民間委託につきましては、中長期的なコストの削減効果に加え、民間ならではの

工夫によるサービスの向上や、限られた人的資源を高度化、複雑化する行政課題への対応

に当たらせることができるという効果を期待して進めているところでございます。

例えば、本年７月１日から、窓口業務の一部を民間へ委託した脇町市民サービスセンタ

ーでは、６名おりました職員のうち３名が他の部署へ異動し、増加する業務への対応に当

たっております。

また、受託事業者からの提案により、来庁者スペースを広げるとともに、待合用のいす

や記載台の設置、案内係の配置など、サービスの向上にも取り組んでおりまして、来庁さ

れた市民の皆様からは、対応が丁寧、案内係がいて手続がスムーズにできたなどの評価を

いただいているところでございます。

また、コストとコンプライアンスの関係について心配はないのかとのご指摘をいただき

ました。情報セキュリティーの確保を含め、各種法令の遵守について、仕様書や要求水準

書の中に明記をし、必要な経費を設計額に反映するとともに、業者の選定に当たりまして

も、コンプライアンスの観点を重視をしております。

一方、委託後、業務が適正に履行されているかどうかにつきましては、定期的なモニタ

リングを実施するなど、市として業務の状況をしっかりと把握をし、必要に応じて事業者

に対し指導を行うなど、適切に対応することとしております。

◎６番（中川重文議員）

６番、中川。

◎議長（林 茂議員）

はい、６番、中川重文君。

［６番 中川重文議員 登壇］

◎６番（中川重文議員）

再々質問をさせていただきます。

各再問に対するご丁寧なご答弁ありがとうございました。

最後の質問の機会である再々問をさせていただきます。

初問と再問のご答弁をいただきましたので、先送りしていた各質問件名に対する要旨３

点目について、質問させていただきたいと思います。

まず、通告質問１件目として、美馬市における新型コロナウイルス感染症について、お

尋ねします。
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新型コロナウイルスに対するワクチン接種については、最新の状況についてご答弁いた

だき、着々と接種が進んでいるようで、市民の皆様も安心したことと思います。８月から

は、医療機関における個別接種に加え、集団接種も行っているとのこと、一段と接種のス

ピードは加速していると感じました。

そこで、このようにワクチン接種が進んでいる状況下における、今後の感染症対策につ

いて、冒頭述べましたとおり、小中学校も含めた感染症対策をお尋ねします。

具体的に申せば、５月ぐらいから感染者数が増加しましたので、それ以前の小中学校の

感染症対策から変化があったのではと思っているからであります。現状はどのように、感

染症対策が進歩しているのかをお伺いしますので、ご答弁のほどよろしくお願いします。

また、現在は、若年層や１２歳未満の小学生の感染者も増えてきていると感じています。

予防接種法に基づき公費での接種は満１２歳以上であり、１２歳に満たない小学生はワク

チン接種はできませんので、学校現場においては、どのような指導や対策を行っているの

かを併せてご答弁願います。

次に、先ほどの答弁では、現在接種又は接種予約が終わっている方は、全体の７８％と

のことでしたが、特に若い年代層の接種率が低い傾向にあるように思います。ワクチン接

種は、アレルギー等々、様々な理由で接種ができない方がいると思います。希望者のみの

接種となりますが、希望者を増やす方策として、何か検討はされているのでしょうか。

例えば、２回接種した人は、３密でない限りノーマスクも可かとか、接種証明書を持っ

ていれば、県内であれば、経済活動や行動制限の緩和が認められるとか、また、ほかに何

か特典がつくというようなことであります。

更に、２回のワクチン接種が終わっている方も感染している現状がありますので、今後

の感染症対策をどのように進められるのかをお伺いしますので、ご答弁のほどよろしくお

願いします。

次に、通告質問２件目として、防災・減災についての要旨３点目として、今後の課題と

取り組みはについてお尋ねします。

具体的には、自宅避難や分散避難等々が増加すれば、地域の自主防災会のまとまりや、

自主防災訓練が縮小するのではないかと、私は危惧しています。また、地域の情報共有や

発信、避難物資の維持・供給体制はどこの誰がしてくれるようになるのかも心配されると

ころであります。

最後の通告質問３件目として、業務の民間委託についての要旨３点目、今後の課題と対

策はについてお尋ねします。

初問のご答弁の中に、５年ほど前から人口減少や歳入の減少が見込まれる中、どのよう

に行政サービスの水準を維持していくのかが大きな課題となっていたとのことでありまし

た。そして、その対策として、美馬市行財政改革指針を定めて、業務の見直しとアウトソ

ーシングの推進に取り組んできたかと思いますが、現状においての進捗率はいかように判

断されているのでしょうか。

また、現在においては、新たな課題等が見つかり、対策等が検討されているのでしょう
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か、お尋ねしますので、ご答弁のほどよろしくお願いします。

藤田市長におかれましては、限られた人材を新たな行政需要に当たらせるためには、全

ての事務事業について、不断の努力と見通しが必要となっていると思います。

しかし、根底は市民目線であり、市民への奉仕ではなかろうかと私は思っていますので、

藤田市長には、より多くの市民の皆さんにシンパシーを感じ取っていただけるような、業

務の見直しとアウトソーシングの推進を目指していただきたいと思っています。

以上で再々問を終えたいと思います。

これをもちまして、美馬未来の会を代表いたしましての令和３年９月議会の定例会での

中川の代表質問を終えたいと思います。

いつも結びの言葉が前後しますが、今回の代表質問においても、真摯に向き合い、ご答

弁をいただきましたこと、また、関わり合っていただいた方々全ての皆さんに御礼申し上

げます。ありがとうございました。

それでは、３件についての再々質問のご回答並びに市長の所信等ございましたら、ご答

弁願えればと思っていますので、以上、よろしくお願いします。

◎市長（藤田元治君）

議長。

◎議長（林 茂議員）

藤田市長。

［市長 藤田元治君 登壇］

◎市長（藤田元治君）

６番、美馬未来の会、中川重文議員からの再々問のうち、防災・減災及び業務の民間委

託に関するご質問にお答えをいたします。

まず、防災・減災の課題と対策についてでございますが、在宅避難や縁故避難など、分

散避難されている方々の情報をどう把握し、避難に当たって必要となる情報や物資を、こ

れらの方々にどうお届けするかが大きな課題であると考えております。このため、大規模

災害の発生時には、在宅避難や縁故避難されている方々が、物資の供給を受けることがで

きる環境や仕組みづくりを検討するとともに、市民の皆様と行政との双方向の情報伝達の

あり方について研究を進めてまいります。

次に、民間委託の今後の方向性についてでございますが、業務の民間委託は、コストの

削減、行政の効率化だけではなく、市民サービスの向上が図られるものでなければなりま

せん。本年７月から窓口業務の委託を開始いたしました脇町市民サービスセンターにおき

ましては、来庁された市民の皆様から、サービスがよくなったなどの評価をいただいてい

るところでございまして、今後とも、コストの削減、行政の効率化、そして、市民サービ

スの向上を目指し、民間委託を積極的に進めてまいります。

また、この後、新学校給食センターの整備と運営を官民連携によるＤＢＯ事業方式で行

うため、補正予算を追加提案させていただく予定でございます。

施設の整備を行う場合につきましても、平成３１年３月に定めた美馬市ＰＰＰ／ＰＦＩ
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手法導入優先的検討規程に基づき、ＰＰＰ／ＰＦＩの手法を取り入れることとしておりま

して、今後も民間の資金やノウハウを積極的に活用してまいります。

◎副教育長（大泉勝嗣君）

議長、副教育長。

◎議長（林 茂議員）

大泉副教育長。

［副教育長 大泉勝嗣君 登壇］

◎副教育長（大泉勝嗣君）

続きまして、私からは、小中学校における感染症対策についてのご質問にお答えいたし

ます。

まず、学校内では、主にマスクの着用、手指消毒や手洗い、換気などの基本的な対策の

ほか、健康観察、ドアノブやスイッチの消毒、３密の場面はもとより、２密、１密の回避

といったような対策をしておりますが、登下校におけるマスクの着用につきましては、熱

中症などの健康被害が発生する可能性が高い時には、外してもよいこととしております。

こうしたことのほか、学校行事の延期など様々な教育活動に係る感染症対策を行ってお

りますが、中学校の部活動を例に申し上げますと、本年８月１９日に、徳島県初となりま

す「とくしまアラート」の特定警戒が発動され、その後、県内で部活動が要因の１つであ

ると推察されるクラスターの発生が認定されるなど、厳しい状況となった９月１日からは、

活動時間を短縮し、平日が１時間以内、休日が２時間以内といった対応をいたしておりま

す。

また、学校の体育館や運動場につきましても、定例的にご利用されていた社会体育団体

の皆様にはご不便をおかけしていますが、貸出しを停止しているところでございます。

更に、学校内での感染を防ぐためには、家庭内での対策も重要でございますので、保護

者や教職員に対し、基本的な予防対策に加え、不要不急の外出の慎重な判断、発熱などの

風邪症状があった場合の自宅での休養の徹底などを呼びかけております。

しかしながら、万一、児童生徒や教職員が感染した場合につきましては、原則として、

直ちに当該学校の臨時休業を行い、その期間や規模については、保健所や学校医などと相

談し、検討した上で決定することとなっております。併せて、感染者に対する正しい知識

と最新の情報を基に、差別や偏見、誹謗中傷が起こらないように指導しております。

教育委員会といたしましては、学校における感染症対策は、今後とも、文部科学省から

示された衛生管理マニュアルや、徳島県教育委員会からの通知内容に基づきまして、適切

な対応をしてまいりたいと考えております。

◎保険福祉部長（住友礼子君）

議長、保険福祉部長。

◎議長（林 茂議員）

はい、住友保険福祉部長。

［保険福祉部長 住友礼子君 登壇］
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◎保険福祉部長（住友礼子君）

続きまして、私からは、新型コロナウイルス感染症に対する今後の対策についてのご質

問にお答えさせていただきます。

まず、接種の希望者を増やす方策でございますが、市といたしましては、コロナウイル

ス感染症により、苦しい思いをされたり、命を落とされる方がなくなるよう、少しでも多

くの方にワクチン接種をしていただきたいと考えております。

しかしながら、議員がご指摘のとおり、健康上の理由などにより接種できない方もいら

っしゃいますので、希望される方への接種ということになります。

議員ご提案のようなワクチン接種に伴う行動宣言の緩和などの方針も、国のほうでは考

えられているようでございますが、ワクチン接種については、根拠のない情報が流れてい

るのも事実でございます。

市といたしましては、広報みまテレビやホームページなどにより、接種の呼びかけを行

うとともに、まずは正しい情報を提供し、市民の皆様に正しい判断をしていただくよう、

取り組んでまいりたいと考えております。

また、今後の感染症対策についてでございますが、ワクチン接種は、あくまでもコロナ

ウイルスに感染しにくくなり、また、感染した場合の症状悪化を和らげるもので、ワクチ

ン接種をすれば１００％発症しないというものではありません。そのため、ワクチン接種

を終えられた方々でもコロナウイルスの媒介者となり、その結果、ワクチンを接種されて

いない方々への感染や重症化を招く可能性がございます。

市といたしましては、そのことをしっかり周知しつつ、市民の皆様には、ご自身やワク

チン未接種の方のために、引き続き、人流の抑制、感染拡大防止にご協力いただきますよ

う呼びかけてまいりたいと考えております。

◎議長（林 茂議員）

ここで１０分ほど小休いたします。

小休 午前１０時５３分

（西村昌義議員 入室）

再開 午前１１時０２分

◎議長（林 茂議員）

小休前に引き続き、再開いたします。

次に、みま創明会、藤野克彦君。

◎３番（藤野克彦議員）

３番、藤野。

◎議長（林 茂議員）

はい、３番、藤野克彦君。

［３番 藤野克彦議員 登壇］

◎３番（藤野克彦議員）
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それでは、議長の許可をいただきましたので、通告のとおり、みま創明会からの代表質

問をさせていただきます。

１件目は、美馬市生涯活躍のまち移住交流促進拠点整備について。地域交流施設の進捗

状況や、同用地内に建設予定の学校給食センターの整備事業や、防災用物資集積拠点整備

事業等について。

２件目は、アフターコロナの観光施策について、現在の状況や新たな取組等について、

順次質問させていただきます。

生涯活躍のまち構想、いわゆる日本版ＣＣＲＣは、国の第２期まち・ひと・しごと総合

戦略において、これまで重点が置かれていた中高年齢者の移住施策から、居場所と役割の

あるコミュニティーづくりへとシフトし、新たな全世代全員活躍型の生涯活躍のまちの推

進を図ることへ方向転換されました。

令和２年度３月定例会での代表質問においてのご答弁いただいた内容では、この居場所

と役割のあるコミュニティーに求められる重要な機能や要素として、４つを挙げてご説明

いただいておりました。

その１つ、交流・居場所については、多世代交流の場づくりの推進とともに、地域住民、

移住者等、交流する全ての人が役割を持って活躍する場をつくるための推進を図ること。

２つ目は、活躍・仕事であり、地域の誰もがその能力を生かして、コミュニティーの中

で活躍できる新しい働き方を推進すること。

３つ目は、住まいであり、地域の空き家の活用を含めたコミュニティーのエリア全体と

の関係性を考慮した新しい住まいの場の具体化を検討すること。

４つ目の健康については、いつまでも健康で活躍できるといった最も大切な目的に向け

て、運動や食事支援などの健康づくりと併せ、就労やコミュニティーへの参加などを推進

することでした。

また、こうした取組について、移住者のみならず、都市部との人材交流など、関係人口

づくりを含むコミュニティーへの人の流れなどが図られるよう、あらゆる分野の施策を横

断的・総合的に連携し事業を推進するという国の方向性を受け、本市の総合戦略において、

全世代全員活躍のまちづくりにより、移住交流促進地域において、健康でアクティブな生

活を実現する取組を実施し、全世代全員が活躍できる地域をつくり、移住や交流につなげ

るということでした。

更にその実現のために、本市においては、３つの機能を持つ拠点事業を進めていくとい

うことでございました。

１つ目は、健康の拠点として、美と健康のまちづくりの一層の推進のため、ヴォルティ

スコンディショニングプログラムや、社会福祉協議会のいきいき体操など、健康増進のた

めのプログラムの定着に向けた継続的な取組や、健康・介護予防事業など、幅広い年代層

の市民の皆様を対象とした健康によるコミュニティーづくりの推進。

２つ目は、知の拠点として、美馬学講座や、人生１００年時代と言われる中で、中高年

者の潜在能力を引き出し、社会活動に生かされるような学びのプラットフォームづくり。



－４０－

３つ目は、住まいの拠点として、空き家の管理や処分に関する悩みを始め、店舗活用の

方策、近年の農地つき住宅ニーズなど、多岐にわたる空き家相談にワンストップで対応す

るなど、利活用の推進をしていくということであり、これら３つの拠点事業の活動の場と

して、各事業を総合的に実施する地域共生交流施設の整備を行い、市民の方々の利用だけ

ではなく、移住者や関係人口の増加につなげていくということでした。

昨年は、令和４年度からの運営を目指すということで説明を受けておりましたが、コロ

ナ禍でもあり、関連企業との打合せにおいては、ウェブで行うなどご苦労されていると伺

っておりますが、整備計画の遅れ等はないのか、活動拠点となる地域共生交流施設の進捗

状況についてご説明願います。

また、３つの拠点事業に似合うそれぞれの事業者に加え、コミュニティーづくりの観点

において、幅広い分野から生涯活躍のまち事業を包括的に担う運営事業者が得られるよう

に努めるという答弁をいただいております。

そこで、昨年１０月に、株式会社マイナビとの事前協定を締結されましたが、株式会社

マイナビによる生涯活躍のまちにおける役割と活動内容はどのようなものなのかについて

お聞かせください。

続いて、２件目の質問に移ります。

１年延期され開催された東京オリンピック・パラリンピックでは、選手などを含めた大

会関係者の感染者は一定数出たものの、大規模なクラスター感染が発生することなく、閉

幕することができました。

オリンピックにおいては、史上最高の、パラリンピックでは、前回大会を上回るメダル

獲得数といったすばらしい結果ではありましたが、コロナに水を差され、ほとんどの会場

が無観客となり、メダリストの歓喜する姿とは対照的に、いま一つ盛り上がりに欠けた印

象を受けました。

また、多様性と調和の理念を掲げて開催された今回の大会において、人種や性別、言語、

宗教、障がいの有無などの違いを互いに認め合い、多様な考えを社会に生かしていくこと

を体感する機会が失われたことは、非常に残念に思います。

さて、思い返しますと、２０１８年に、英語教育の重要性について代表質問をさせてい

ただいたことがございます。２０１２年から航空運賃の低価格化やビザ発給要件の緩和な

どにより、右肩上がりに伸び続けた訪日外国人客数が、その年に３,０００万人を超える

までになり、オリンピック時には４,０００万人を突破すると言われていた頃でございま

した。インバウンド市場の急激な拡大を受け、グローバル人材の育成が急務であるという

趣旨の質問をいたしましたが、新型コロナ感染症によって、インバウンドが１０分の１ま

でに減少するような一変した世界を、当時は誰が想像できたでしょうか。

これによって約５兆円のインバウンド需要が消失したと言われており、同様に、２０２

０年の国内旅行消費額においても、前年比で約５５％の減少となり、約１０兆円もの消費

が失われております。

また、観光需要を犠牲にしてオリンピックの無観客開催を決定した今年は、皮肉にも感
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染者は、オリンピック開催時期からお盆にかけて急増し、ついには２万人以上に達する日

が続いた感染症第５波の拡大によって、大都市圏では４度目となる緊急事態宣言は２１都

道府県、蔓延防止等重点措置は１２県までに広がりました。

県内においても、初めての特定警戒が発動される事態となり、飲食店への営業時間短縮

や県をまたぐ移動の自粛などの感染対策要請が出され、昨年と同様に、観光関連産業の打

撃が深刻な状況であると聞き及んでおります。

９月に入り、ようやく若い世代にもワクチン接種が行き届くようになり、徐々に感染者

が減少傾向に転じている中、政府では海外渡航者向けに発行している新型コロナウイルス

ワクチンの接種証明書を、国内の商業施設などで積極的に活用する検討が始められるなど、

経済活動の回復が図られておりますが、病床使用率や自宅療養者の数を見ると、国内での

本格的な行動制限の緩和はもとより、インバウンド需要の回復はかなり先であると考えら

れます。

このようなことからも、国内のワクチン接種が進むことによるマイクロツーリズムと言

われる地元や１、２時間程度の近郊からの短距離旅行が、観光業を救う鍵になると言われ

ておりました。

本市におきましても、高松空港を起点としたインバウンド需要の取り込みや、関係人口

の創出等に力を入れてきていると思いますが、現在、美馬市の観光関連産業の置かれてい

る状況や、様々な観光事業やイベント等の取組については、どのような変化があったかに

ついて、現在のご説明をお願いいたします。

◎美来創生局長（篠原孝志君）

議長、美来創生局長。

◎議長（林 茂議員）

篠原美来創生局長。

［美来創生局長 篠原孝志君 登壇］

◎美来創生局長（篠原孝志君）

３番、みま創明会、藤野克彦議員からの代表質問のうち、私からは、初めに、地域共生

交流施設の進捗状況についてお答えいたします。

本年４月より進めております地域共生交流施設の建築工事は、建物の骨組みが完了し、

現在は、屋根や外壁工事を行っております。進捗率はおおむね４０％となっており、今後

は、建築工事と併せ、外構工事や舗装工事を順次進めてまいります。

また、運営面におきましても、来年春のオープンに向けて、健康や学び、住まいに関す

る拠点事業の一層の定着を図り、併せて実施をする地域活性化事業により、子どもから高

齢者まで世代を超えた多世代の方々が集える全世代全員活躍の活動拠点となるよう、準備

を進めているところでございます。

そこで、生涯活躍のまちにおける株式会社マイナビの役割と活動内容についてでござい

ますが、同社とは、昨年１０月の事前協定後の調整により、移住交流促進拠点の管理と運

営を担う運営推進法人として参画していただけるよう協議が整いましたので、年内の連携
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協定締結に向け、準備を進めております。

また、活動内容といたしましては、健康や学び、住まいの３拠点事業との連携事業やサ

テライトオフィスの誘致、美と健康、農業など７拠点に関する事業を計画いたしておりま

す。

この中で、農業をテーマとした事業では、栽培施設を活用した新たな農業スタイルの展

開や、小学生による農業体験から収穫した野菜を学校給食に活用するなど、食育活動の推

進にも取り組んでまいります。

また、新規就農希望者や地域の農業者を対象としたワークショップ型のリーダー農業経

営者育成講座を実施する計画といたしておりまして、本講座では、リーダー経営者として、

実践かつ最先端、地域や生産者組織を先導するリーダーシップの２つの要素を習得するこ

とにより、最先端の経営を行い、地域のコミュニティーでも中心となる、リーダー農業経

営者の育成を目指してまいりたいと考えております。

事業の実施に当たりましては、徳島県西部総合県民局、ＪＡや地域の方々など、様々な

関係者と横断的な連携を図り、本市の地域課題でもある農業の担い手不足や、遊休農地の

活用、移住・定住の促進にもつなげてまいりたいと考えております。

◎経済部長（藤田伸次君）

議長、経済部長。

◎議長（林 茂議員）

はい、藤田経済部長。

［経済部長 藤田伸次君 登壇］

◎経済部長（藤田伸次君）

続きまして、私からは、本市における観光関連産業の現状についてお答えいたします。

新型コロナウイルス感染症の拡大による影響が出始めた令和２年３月以降、本市の観光

入り込み客数は大幅に減少している状況でございます。

具体的には、指定管理しております市内観光関連施設におきましては、令和元年度の９

万５,２９５人の入り込み客数に対し、翌２年度では４万７,４８１人と、５０％の減。イ

ンバウンドの宿泊者数につきましては、同年比較で、市内全体で１,９７９人から２２２

人へと８９％の減となっております。

そうした状況は、市内観光関連産業における小売り、サービス、宿泊、飲食、運輸等の

業種にも大きく影響を及ぼし、大幅な売上げの減少など大変厳しい経営状況が続いている

ものと認識しております。

１例を申し上げますと、ブルーヴィラ穴吹の宿泊者数は、先ほどと同比較で２４％の減、

売上げ全体では４０％の減となっておりまして、他の民営宿泊施設でも同様又はより大き

な減少率となっている状況でございます。

また、うだつの町並みの拠点施設、吉田家住宅及び飲食、土産物を販売する藍蔵の売上

げにつきましても、それぞれ６２％の減及び２８％の減となっております。

更にその影響は、バス、タクシーなどの運輸業にも波及し、ほぼ全ての事業所において、
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売上げの減少が顕著となっております。

また、観光事業やイベントにつきましては、うだつをいけるや穴吹川リバーパークス、

うだつ花火大会など観光イベントの多くで、感染拡大防止の観点から中止を決定してきた

ところでございます。

このような中、本市では、観光需要喚起策として、国・県と連動した美馬市版Ｇｏ ｔ

ｏ Ｍｉｍａ推進事業による四季のみま旅体験型ツアーや藍染めなどの体験料割引などを

実施し、県内在住者向けのマイクロツーリズムの定着を図ってまいりました。

中でも、体験メニューと食事、宿泊を組合せた県内限定の体験型ツアーはリピーターも

多く、令和２年度実績では、体験料割引と合わせ、延べ４,０６７人の方に参加をいただ

くなど、好評を得たところでございます。

藤野議員から、ウィズコロナ、アフターコロナにおいては、短距離の旅行が観光業を救

うかぎになるというご指摘をいただきましたが、市といたしましても、引き続き、マイク

ロツーリズムの更なる推進に向け、市内観光拠点及び体験コンテンツのブラッシュアップ

をなお一層進めてまいりたいと考えております。

◎３番（藤野克彦議員）

議長、３番。

◎議長（林 茂議員）

はい、３番、藤野克彦君。

［３番 藤野克彦議員 登壇］

◎３番（藤野克彦議員）

それぞれにご答弁ありがとうございました。

小星地区の移住交流促進拠点整備事業につきましては、来年春のオープンに向けて工事

は順調に進んでいるようであり、株式会社マイナビとの連携は、最先端の農業を学び、農

業経営者のリーダーを育成することによって、担い手不足や遊休農地の解消といった農業

の課題への取組にあり、更には、これを移住や定住につなげていきたいということでした。

生涯活躍のまちのそれぞれの事業が有機的な連携により、我々地域が抱える少子高齢化、

人口減少等の課題に対応できる事業になることを期待しております。

続いて、美馬市学校給食センター整備事業についてから質問いたします。

既存する４つの学校給食センターを一元化し、市内全ての幼小中学校に安心・安全で、

質の高い統一した献立による給食の提供を行うことや、調理備品の更新や人員の配置を効

率化するため、また、現行の学校給食食品衛生管理基準に適合させるためには、既存施設

での改築や、穴吹学校給食センターの同一敷地内での建て替えは困難であるとのことから、

新たな学校給食センターの整備を行うということでございます。

以前の説明では、分散した施設を集約し、調理機能、衛生面を向上させるとともに、施

設建設、維持管理、調理、運営等のコストを低減させるということが整備の方針であると

いうことでした。このコストの低減を図りながら効率的で効果的な運営を行うため、民間

資金等の活用による公共施設の整備等の促進に関する法律、いわゆるＰＦＩ法に基づくＰ
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ＰＰ／ＰＦＩ事業方式による実施計画が検討されておりました。

ホームページでも公表されております美馬市学校給食センター整備計画では、施設整備

費やそれに係る関連費用、維持管理費、財政支出削減効果等の理由や、民間事業のノウハ

ウ、創意工夫の観点での事業効率性において、美馬市学校給食センター整備事業では、資

金調達以外は、設計、建設、運営を民間に委託する、いわゆるＤＢＯ方式による整備計画

が高く評価されております。

そこで、本市では初の事業発注方式となるＤＢＯ事業方式の選定に至った経緯や進捗状

況、それによる本市のメリットについてお聞きいたします。

また、今定例会に、防災用物資集積拠点整備事業の設計業務委託料が計上されており、

同じく用地内への建設が予定されております。本市の美馬町には、県西部圏域における災

害発生時に、広域応援部隊の活動拠点としての役割や、南海トラフ巨大地震発生時におけ

る後方支援拠点としての県立の西部防災館が整備されておりますが、新設予定の防災用物

資集積拠点との建設の役割の違いや、どのような目的があり整備されるものなのか。また、

移住交流促進拠点、各施設との連携等の計画はあるのか、進捗状況についてもご説明願い

ます。

美馬市の観光関連産業の現状につきましては、本市の指定管理施設であるブルーヴィラ

を始めとする宿泊業、うだつの町並みの観光拠点内でのサービス、飲食業、更に、観光客

が移動のために利用する運輸業等が依然厳しい状況であるというご説明でございました。

また、それに対して、国・県と連動したＧｏ Ｔｏ Ｍｉｍａキャンペーンによる体験

型ツアーの企画により、県内在住者向けのマイクロツーリズムの獲得を行ったところ、４,

０００人を超えての参加があり、更に推進していくためには、市内観光や体験コンテンツ

にブラッシュアップが必要とのことでした。

現在は、国のＧｏ Ｔｏ トラベル事業におきましても、全国的な感染拡大の影響を受

け一時停止したままであり、再開される見通しはまだ立っていないことから、直ちに県内、

美馬市への誘客は難しい状況でございます。

そのためにも、コロナ感染拡大防止と経済活動の両立を図りながら、域内の観光需要と

経済の安定化を図っていくことにおいて、地域の魅力を磨くことや近隣地域のリピート顧

客をつかむことなど、旅行においての地産地消となるマイクロツーリズム等の定着が必要

となります。

それぞれの町の文化や歴史といった独自のものを活用した企画やイベントは、そこでし

か体験できない価値があり、また、地域の魅力を磨くことは、観光客の増加に貢献するだ

けではなく、地域経済の活性化にもつながり、更に、地元のファンとなるリピート顧客の

獲得は、安定的な観光需要を得ることができると考えます。

そこで、今回定例会に業務委託料併せ６,６００万円が計上されておりますロケツーリ

ズムによる観光プロモーションプロジェクト推進事業について質問いたします。

朝の連続テレビ小説や大河ドラマの例などもあるように、ロケ地などを訪れ、風景や食

を堪能し、また、地元のおもてなしに触れ、地元のファンになっていただくことなど、正
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に市内観光拠点や観光コンテンツのブラッシュアップにつながる事業であるとは思います

が、どのような手法でロケの誘致を行うのか。また、予算の根拠や確保の方法、そして、

一番重要であるロケ地に人を呼び込む仕掛けづくりの方法などは、どのように考えている

のかをお聞きいたします。

◎美来創生局長（篠原孝志君）

議長、美来創生局長。

◎議長（林 茂議員）

篠原美来創生局長。

［美来創生局長 篠原孝志君 登壇］

◎美来創生局長（篠原孝志君）

３番、みま創明会、藤野克彦議員からの代表質問の再問のうち、私からは、初めに、学

校給食センター整備事業の進捗状況と、ＤＢＯ事業方式を選定した経緯について、順次お

答えをいたします。

議員からもございましたように、本市には学校給食センターが４施設あり、施設の規模

や設備などの違いから、統一献立による給食の提供が困難なことや、施設の老朽化に伴う

修繕や調理用備品の更新、人員配置が効率的に行えないなど課題がございます。

こうしたことから、市内の全ての幼小中学校において、安全・安心で統一した献立によ

る学校給食を提供できるように４施設を一元化し、新しい施設を整備するための美馬市学

校給食センター整備計画を本年３月に策定いたしました。

この中で、今後減少が見込まれる園児、児童、生徒数に見合った施設の規模の設備のほ

か、事業費につきましても、従来の公設公営方式に対し、コストの低減を図りながら、効

率的、効果的な施設整備と運営を行うための、民間資金等の活用による公共施設等の整備

等の促進に関する法律（ＰＦＩ法）に基づくＰＰＰ／ＰＦＩ事業方式について検討を行っ

たところ、ＤＢＯ事業方式が望ましいという結果になりました。

そして、６月に美馬市学校給食センター整備事業者選定支援事業者を選定し、民間事業

者の意向調査や事業費調査を行った結果、民間事業者の参画が見込まれ、財政縮減効果も

期待されることから、ＤＢＯ事業方式で実施することを決定したものでございます。

その後、８月２６日には、四国大学生活科学部の曽川教授を委員長とする第１回美馬市

学校給食センター整備・運営事業者審査委員会において、新たに整備される施設の事業概

要や事業方式、事業者募集要項などを示す実施方針や、施設整備から維持管理、運営業務

など、本市が求める建物等の性能、提供すべきサービスの質をまとめた要求水準について

審査を行い、現在その内容を公表しているところでございます。

なお、ＤＢＯ事業方式のメリットについてでございますが、ＤＢＯ事業方式では、設

計・建設及び運営・維持管理といった各業務を一括して発注することになり、運営会社が

設計段階から携わることにより、調理機器の選定や職員の動線なども考慮した配置とする

ことができます。

各業務を一括して発注することにより、トータルコストの削減が見込まれ、安全かつ効
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率的で質の高い施設整備と管理運営が可能となるものと考えております。

次に、防災用物資集積拠点としての防災倉庫の整備についてでございます。

大規模災害発生後２日間は、避難者による避難所への持込みや避難所における備蓄によ

り対応し、３日目以降は、国や県から提供されている支援物資により対応することとされ

ております。国・県の支援物資につきましては、県立西部防災館でいったん受け入れ、そ

の後、各市町の拠点施設へ配送され、更にそこから各避難所へ配送をされます。

本市における支援物資の受入れ拠点につきましては、現在、脇町中学校武道場を指定し

ておりましたが、狭隘であることや大型車両の進入、旋回が困難なことなどから、支援物

資を受け入れ、各避難所等へ物資を輸送するための新たな拠点が必要となっておりました。

また、支援物資が到着するまでに必要な物資の備蓄や市として必要な防災資機材の保管、

昨年度購入いたしました排水ポンプ車の格納などの機能につきましても、新たに必要と考

え、今回小星地区に整備をする移住交流促進拠点の敷地内に、防災倉庫を整備することと

したものでございます。

施設整備後の運用につきましては、例えば、防災セミナーの講座を地域共生交流施設で

行い、その後の実技を防災倉庫で行ったり、学校給食センターで使用可能な保存用食料を

防災倉庫で備蓄するなど、施設間の連携を図ってまいりたいと考えております。

また、防災倉庫につきましては、平時でも市民の皆様が活用していただけるような施設

とするよう検討しているところでございまして、今後の設計に反映してまいりたいと考え

ております。

◎経済部長（藤田伸次君）

議長、経済部長。

◎議長（林 茂議員）

はい、藤田経済部長。

［経済部長 藤田伸次君 登壇］

◎経済部長（藤田伸次君）

続きまして、私からは、ロケツーリズムによる観光プロモーションプロジェクト推進事

業についての再問にお答えいたします。

まず、ロケツーリズムに関する具体的な手法についてのご質問でございますが、ロケ誘

致に関しましては、毎日放送系列の映像制作関連会社、株式会社Ｚｉｐａｎｇより、コミ

ック漫画の映像化に伴うロケ候補地として、本市に声かけをいただけたことから、企画・

事業化につながったものでございます。

通常のロケ誘致であれば、映像化作品候補の選定と版権獲得、ロケに向けた誘致活動な

どが必要となりますが、本事業では、既に映像化する作品が決まっていることから、ロケ

に至るまでの工程が大幅に省略されたものとなっております。

次に、予算の根拠及び確保の方法でございますが、今回の映像化に関する企画全体の費

用といたしましては、約１億円が設定をされております。この内訳は、制作スタッフやキ

ャストの人件費、また、ロケ滞在費や著作権料、番組宣伝費などでございます。これらの
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費用につきましては、映像制作関係者で構成する映像制作委員会と本市が分担をして拠出

し、ロケ誘致を行う本市が美馬観光ビューローを通じて６,０００万円の支出をするもの

であり、その財源につきましては、全額、企業版ふるさと納税を活用したいと考えており

ます。

また、本事業につきましては、コロナ収束後における観光誘客にも直結することから、

企業版ふるさと納税とは別に、映像コンテンツのＰＲ費用などとして、新型コロナウイル

ス感染症対応地方創生臨時交付金６００万円を活用することとしております。

次に、ロケ地に観光客を呼び込む仕掛けづくりについてでございますが、ロケの舞台と

なった施設やエリアなどを聖地とし、巡礼ツアーの造成やロケに採用された特産品、飲食

メニューのＰＲなどを通じて、新たに作品のファン層の誘客を図ってまいりたいと考えて

おります。

また、映像化されたキャラクターと既存の特産品、土産品等のコラボレーション化を進

めるほか、新たな商品開発などを行い、観光消費額の増加につなげることにより、儲かる

観光に結びつけてまいりたいと考えております。

◎３番（藤野克彦議員）

議長、３番。

◎議長（林 茂議員）

はい、３番、藤野克彦君。

［３番 藤野克彦議員 登壇］

◎３番（藤野克彦議員）

それぞれにご答弁ありがとうございました。

それでは、再々問をさせていただきます。

ＤＢＯ方式による事業実施に至った経緯につきましては、従来の公設公営で行う従来方

式に比べ、民間会社が運営段階を見越しての建設に携わることにより、コストパフォーマ

ンスの高い施設となることや、運営面においても、長期にわたる効率のよい維持管理が可

能で、全体事業費の削減や行政サービスの向上が図れるといったご説明でありました。

また、美馬市学校給食センター整備計画に示された内容を基に事業を進めているという

ことで、調査対象企業として、同種の運営実績や受注実績等のある運営企業７社、厨房設

備企業６社、建設企業１０社への参入意思も含め調査を行い、複数の業者から今回の事業

方式においての参入意思があるという調査内容でありますが、注目するところは、事業期

間における配食数の推移についてでございます。

整備計画にも明記されておりますとおり、喫食者推移予測において、運営開始時の令和

５年度の児童・生徒・教職員数を合わせて２,０２２人でありますが、事業期間の最終年

度である令和１９年度には、１,０８９人となり、半減するという予測が立っております。

今後、整備計画で評価の高かったプロポーザル方式や総合評価一般競争入札方式を候補

に、発注方式も決定されると思いますが、いずれにせよ、１５年間の事業期間内で配食数

が半減する見込みであるがゆえの、運営上の問題が出てくるのではないかと懸念しており
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ます。

そうなった場合のリスクマネージメントは、十分検討されていることと思いますが、最

後の質問といたしまして、事業がスタートした後に、市の予測以上の配食数の減少への対

応については、どのように考えているのかについてお聞きいたします。

また、無事に新たな美馬市学校給食センターの事業者が決定した後には、これまでの給

食センターの職員の雇用や、また、地元での採用を事業者となる企業へのあっせんをして

いただき、生涯活躍のまち構想にふさわしく、市民が活躍することにより、地域内の経済

循環が高まっていくといった雇用創出を図っていただくことをお願いいたします。

次に、観光施策となるロケツーリズムにおける最大の課題であるロケ誘致に関しては、

コミック漫画の映像化に伴うロケ地として、既に映像制作会社から候補地として選んでい

ただいており、様々な手続や営業活動をする必要がなく、有利な状況で事業に臨めるとい

うメリットや、企業版ふるさと納税や新型コロナ感染症対応地方創生臨時交付金を財源と

して活用するということでした。

そして、ロケ地に観光客を呼び込むツーリズムの手法としては、ロケ地に使用された施

設等を聖地化し、採用された特産品や飲食メニューのＰＲを通じた作品のファン層の取り

込みや、映像化されたキャラクターと既存の特産品とのコラボレーション等を行うとのこ

とでした。

是非そういった様々な企画や撮影の規模に関わらず、多くのロケ誘致によって、観光を

一過性のもので終わらせることなく、長期間にわたる誘客を図っていただき、最終的には、

本市へのリピーターが増加することによって、安定した観光需要の確保につなげていただ

きたいと思います。

また、そのためには、どのようなロケか、何のためのロケ対応かなど、地元の理解を深

め、観光客に対してのおもてなしが十分に行われることも、ツーリズム事業の成り立つ重

要な要素であると考えます。

現在はまだ、積極的に観光需要を喚起できない難しい時期でもありますが、１１月中に

は、希望者全員にワクチン接種が完了する予定であります。経済活動回復の機運が高まっ

た時には、市一体となって、ロケの受入れがスムーズに取りかかれるよう準備をしていた

だきまして、本市独自の文化や歴史等の財産が新たな視点によって見詰め直されることに

よる地域の活性化によって、儲かる観光につなげていただくことを期待いたします。

最後に、予算確保の方法についてでございますが、観光プロモーションプロジェクト推

進事業におきましては、全ての事業費を企業版ふるさと納税から充当するということにつ

いては、市の財政負担のないよい試みではありますが、導入開始から現在までの実績を鑑

みますと、高いハードルであると考えられます。

そこで、企業版ふるさと納税制度を活用することに至った経緯につきまして、企業側に

とりましては、税制上の優遇措置や、例としてＳＤＧｓの達成による社会貢献や、それに

よる企業のイメージアップ等の効果もあると聞き及んでおりますが、今回、本市にとって

の制度活用のメリットは何か。また、実現するために、具体的にどのように取り組んでい
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くかについてお聞きいたしまして、みま創明会の代表質問を終わります。

◎副市長（長江 哲君）

議長、副市長。

◎議長（林 茂議員）

はい、長江副市長。

［副市長 長江 哲君 登壇］

◎副市長（長江 哲君）

３番、みま創明会、藤野克彦議員からの再々問のうち、給食数が市の予測以上に減少し

た場合の対応についてのご質問にお答えを申し上げます。

議員ご指摘のとおり、令和５年度の運営開始から令和１９年度までの１５年間で、園

児・児童・生徒数が減少し、給食数については半減すると予測されておりますが、給食数

の減少が予測を上回るような場合につきましては、運営業務委託の変更により対応してま

いります。

今般のＤＢＯ事業方式による学校給食センターの整備は、県内では初めての取組となり

ます。地元における雇用の確保を含めまして、民間事業者の持つ多種多様なノウハウを活

用するとともに、令和２年６月に義務化された食品衛生管理手法であるＨＡＣＣＰ（ハサ

ップ）に基づく衛生管理体制を構築するなど、全国のモデルとなるような学校給食センタ

ーを整備してまいりたいと考えております。

そして、安全・安心で日本一おいしい学校給食が提供できるよう、しっかりと取り組ん

でまいります。

◎経済部長（藤田伸次君）

議長、経済部長。

◎議長（林 茂議員）

はい、藤田経済部長。

［経済部長 藤田伸次君 登壇］

◎経済部長（藤田伸次君）

続きまして、私からは、企業版ふるさと納税制度活用のメリットと具体的な取組方法に

ついての再々問にお答えいたします。

まず、企業版ふるさと納税制度活用のメリットにつきましては、ロケツーリズムを軸に

観光プロモーションを行っている他市の状況によりますと、その多くが企業版ふるさと納

税を活用しており、それを財源として継続した活動が展開されている状況でございます。

そうした先進事例を参考に、今回のロケ誘致を好機と捉え、本市におきましても、ロケ

ツーリズムのノウハウの獲得により、今後の観光プロモーションにおける重要な柱にロケ

ツーリズムを掲げることといたしました。

また、ロケツーリズムを実行するためには、多額の費用が必要であり、新たな財源とし

て企業版ふるさと納税を活用したいと考えております。これによりまして、市は一般財源

の負担なく実施できるほか、企業にとりましても、税制面での優遇措置が受けられるなど、
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双方でメリットがあるものと考えております。

特に、昨年度の制度改正によりまして、企業の実質的負担が約１割に圧縮されるなどの

優遇措置が拡充されていますことから、ご支援をいただきやすい状況にあると判断し、積

極的に活用することとしたものでございます。

更に、映像化作品内やそのエンドロールに企業名が掲載されることで、地方創生協力企

業としてＰＲできるほか、制作発表の場などで新たな企業間交流の機会が増えるなど、

様々な相乗効果によるメリットも見込まれるものと期待をしております。

次に、企業版ふるさと納税による予定額達成に向けた取組としましては、本市のホーム

ページや映像化作品に関する特設サイトを開設して企業に呼びかけるほか、映像制作関連

会社の株式会社Ｚｉｐａｎｇや、その連携企業、関係団体などにもご協力いただき、幅広

い企業に対して、個別に協力依頼を行っていく予定でございます。

なお、徳島県内においても、メディアを活用して県内を盛り上げたいとする、株式会社

Ｚｉｐａｎｇの連携企業に協力していただけることとなっており、予定額達成の見込みは

十分にあるものと考えております。

市といたしましては、本プロジェクトを通じて、コロナ禍における観光関連産業の厳し

い状況から回復基調への道筋をつけたいと考えておりまして、ロケ地になることで、唯一

無二の観光コンテンツが形成されるという強みを生かしたマイクロツーリズムの定着につ

なげられるよう、全力で取り組んでまいりたいと考えております。

◎議長（林 茂議員）

ここで、議事都合により、昼食休憩をいたします。午後１時に再開し、引き続き市政に

対する代表質問を行います。

小休 午前１１時４９分

再開 午後 １時００分

◎議長（林 茂議員）

休憩前に引き続き、会議を開きます。

代表質問を続行いたします。

なお、久保田議員より、午後からの欠席の届けが出ておりますので、報告をいたしてお

きます。

次に、相和会、郷司千亜紀君。

◎９番（郷司千亜紀議員）

はい、９番。

◎議長（林 茂議員）

はい、９番、郷司千亜紀君。

［９番 郷司千亜紀議員 登壇］

◎９番（郷司千亜紀議員）

それでは、議長の許可を得ましたので、貴重なお時間をいただきまして、相和会を代表
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して質問をさせていただきます。内容は通告のとおりでございます。

まだまだ収まりそうもないコロナ禍の中、国会では、新たなトップが決まろうとしてお

ります。もしかすると、初めての女性総理が誕生するかもわかりませんね。世界では、女

性がトップの国は戦争や闘争が減っているそうですが、日本ではどうでしょうか。新型コ

ロナウイルスが収束することを願いつつ、質問に入りたいと思います。

まず、人生１００年時代を美しく健康で暮らすことができるまちづくりについて。

私は、平成３１年３月の定例会において、美と健康のまちづくりについて代表質問をし

ております。美馬市では、美や健康に関係する企業が多く立地しておりますので、どのよ

うに特性を生かし、美と健康のまちづくりに結びつけていくのかをお聞きいたしました。

答弁では、「企業と連携を深めながら、市民の皆様方の美や健康に対する願いを実現で

きるよう政策の柱として掲げている。今後、美しく年を取るということが、健康寿命延伸

や介護予防の観点からも求められているのではないかと考え、様々な分野において、美と

いうコンセプトを意識した施策を展開していきたい」との答弁をいただいております。

答弁のとおり、美しい姿勢から健康になることを目的としたヴォルティスコンディショ

ニングプログラムやウェルネスパスポート、健康セミナー、認定こども園向けのプログラ

ムなど、本当に様々な取組や施策を実現してきております。大変すばらしいと思います。

そこで、美と健康の観点から、最近、マスメディア等において、「人生１００年時代」

という言葉をよく聞きますね。つまり、１００歳ですよね、１００歳。私事ではございま

すが、郷司の母は８６歳で、実家の両親も８８歳で、両親とも健康でございます。

このように、周りにも高齢者の方々は沢山おられます。県のホームページによると、昨

年７月時点の美馬市における１００歳以上の人口は２０人でしたが、９０歳以上は１,１

４０人でございました。現代の医学から推察すれば、１００歳以上の方はますます増えて

くるのではないかと思われます。

このように、長生きできることは大変喜ばしいことですが、延長された人生をどのよう

に暮らしていけばよいのか。健康や介護、お金の問題など、様々な心配事が増えていくの

も事実ではないでしょうか。今後、市民一人ひとりの人生１００年を、地域や自治体がど

う支えていけばよいのかが大きなテーマになってくると思います。

そこでお伺いいたします。本年度の当初予算には、人生１００年時代のまちづくりのプ

ロジェクトとして予算が計上されておりますが、現在どのような取組が進められているの

でしょうか。

また、私の印象ではありますが、以前と比べると、元気なご高齢者が多いなと思います

が、数字的なデータなどがあればお示しいただきたいと思います。

あと令和２年度の取組も併せてお聞かせをください。

続きまして、ヤングケアラーについてでございます。皆さん、ヤングケアラーという言

葉を聞いたことがありますか。まあ、多分理事者の方は、皆様ご存じだろうと思いますけ

ど、ヤング、若いとケアラー、世話する人を組合せ、イギリスで生まれた言葉とされてお

ります。
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大人が担うような家事や病気、障がいがある家族の介護を日常的に行っている１８歳未

満の子どもを指します。幼い弟や妹の世話や日本語が話せない家族の通訳を務めている子

どもも含まれます。自由な時間が取れず、学業や進路に影響を及ぼすだけでなく、健全な

発育や人間関係の構築を阻むものともされております。

イギリスでは、１９８０年代にこうした子どもの研究が始まり、支援のための法整備が

進んだそうです。

徳島県では、２０２０年１２月に、県内２４市町村に設置する要保護児童対策地域協議

会（要対協）を通して、ヤングケアラーに関する調査を行いました。ヤングケアラーと考

えられる子どもの人数やケアの状況で、該当すると判断されたのは、小学生８人、中学生

１１人、高校生・義務教育修了者６人、いずれも幼い兄弟や疾患を持つ保護者の世話など

に追われている状況だそうです。

政府は、２１年３月、ヤングケアラー支援に向けた厚生労働省、文部科学省の共同プロ

ジェクトチームＰＴを発足しております。全国の高校生を対象に実施した初の実態調査で

は、公立中学校２年生の５.７％、約１７人に１人、全日制高校生２年生の４.１％、２４

人に１人が「世話をしている家族がいる」と回答しているそうです。

この１７人に１人というのは、今、夕方にかけてＣＭで流れてますよね。これが僕の実

情みたいな感じで、男の子が洗濯したり、食事の用意したりするのをよく見かけるように

なりました。

私は、県と国のデータに驚いたというより、該当する子どもがいて実際にケアをしてい

るということに驚愕をいたしました。「何で」ですよね。言葉にできないです。

県こども未来応援室の担当者は、「ヤングケアラーは周囲に相談したり、ＳＯＳを出し

たりしない傾向があり、要対協の登録ケースに含まれない潜在的なヤングケアラーがいる

だろう」と、「県内２５人は氷山の一角である」と認めているようです。

ＰＴは、５月１７日に報告書を取りまとめ、幼い兄弟をケアする子どものいる家庭に対

して、家事や子育てサービスの支援を検討するほか、自治体による実態調査、他機関が連

携できるよう支援マニュアルを作成する方針だそうです。

私は、子どもの貧困について質問をした時に、こんな飽食な日本では信じられないと思

っていましたが、今回もその時と同様、大変複雑な気持ちであります。大変デリケートな

問題ではありますが、子どもたちの一生に関わってくる問題でもありますので、まずは美

馬市の実情をお答えいただきたいと思います。

続きまして、うだつの町並みの活性化についてでございます。

市の大きな観光資源である、うだつの町並みの活性化について質問をしていきたいと思

います。

１９８８年１２月に、全国で２８か所目の重要伝統的建造物群保存地区に選定され、か

なりの年月と費用をかけて整備されてきました。吉田家住宅しかり、藍蔵、観光交流セン

ター、多くの飲食店、宿泊施設、オフィス等々、歩いているだけでわくわくするような町

並みになりましたね。県外の知人にも自信を持って紹介をしておりました。
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メディア等の紹介やドラマのロケ、ＰＲ動画配信などにより、観光客も増え、２０１６

年５月には台湾からのツアー客の方々１,９００人がバス５２台に分乗し、次々到着する

ということもありました。街角では市民の皆さんが伝統芸能の「三味線もちつき」を披露

し、「うだつまる」などのご当地キャラクターも登場して出迎えました。

このように、県西部にかけての、にし阿波観光圏事業の参加やインバウンド事業により、

台湾や中国、韓国からの観光客が増加しておりました。このまま海外からの観光客が増え

ていくんだろうと思っていました。ところが、新型コロナウイルスにより状況が一変して

しまいました。世界中が変わってしまい、まだ収束は見えておりません。でも、現実を知

るため、コロナ禍前と後の人流の違いについて、お聞きいたします。

それでは、以上３点よろしくお願いいたします。

◎企画総務部長（吉田正孝君）

議長、企画総務部長。

◎議長（林 茂議員）

はい、吉田企画総務部長。

［企画総務部長 吉田正孝君 登壇］

◎企画総務部長（吉田正孝君）

９番、相和会、郷司千亜紀議員からの代表質問のうち、人生１００年時代の対応につい

てのご質問にお答えいたします。

海外の研究によりますと、「２００７年に日本で生まれた子どもの半数は１０７歳まで

生きる」と推計されておりまして、こうした超長寿社会において、どのように人々が活力

を持って時代を生き抜いていくか、そして、そのための経済社会システムはどうあるべき

なのかが、我が国において大きなテーマとなっております。

そこで、国の人生１００年時代構想会議では、平成３０年６月、幼児教育や高等教育の

無償化を始め、何歳になっても学び直しができるリカレント教育、高齢者雇用の促進など

を盛り込んだ人づくり革命基本構想を打ち出し、関連する施策が進められているところで

ございます。

一方、本市におきましても、人生１００年時代を市民の皆様がよりよく生きていただく

ため、地域社会をどうデザインしていくかが課題であると考えておりまして、本年度末に、

人生１００年時代を美しく健康で暮らすことができるまちづくりに向けたプランを策定し、

順次、関連施策を実施してまいりたいと考えております。

このプランの策定に向け、現在、ＡＮＡから派遣いただいている地域活性化起業人を中

心に、一般財団法人日本総合研究所が提供しておりますｅ－ラーニング講座の受講や、創

造的超高齢社会の実現を目指す徳島大学人と地域共創センターとの共催で、人生１００年

時代の美のストーリーと題したワークショップを開催するなどの取組を進めておりまして、

これらの成果を踏まえ、美と健康キーワードとした高齢者の皆様の社会参加を促す施策に

つきまして、検討しているところでございます。

次に、以前と比べて元気なお年寄りが多いと感じるが、実際にはどうなのかとのお尋ね
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もございました。

議員ご指摘のとおり、高齢者が若返っているということが幾つかのデータから明らかに

なっております。

例えば、１９９２年と２００２年の高齢者の通常歩行速度を比較したデータからは、男

女とも１１歳若返っていることが示されており、２０１４年の文部科学省、体力・運動能

力調査によりますと、新体力テストの合計点でも、１５年前と比較し５歳以上若返ってい

ることが示されております。

また、８０歳になっても２０本以上自分の歯を残そうという８０２０運動でも、２０１

６年の達成者の割合は５１.２％と推計されており、１９９９年の約１５％から大幅に増

加しているというデータもございます。

人生１００年時代のまちづくりプランの策定に当たっては、こうした高齢者の若返りの

実態を踏まえる必要があると考えておりまして、健康寿命の延伸に加え、自立して生活で

きる期間をより充実したものにしていただけるよう、施策を検討してまいります。

また、令和２年度に実施いたしました取組でございますが、まず、昨年１０月に開催を

いたしましたアクティブ・ブック・ダイアログにつきましては、一般財団法人日本総合研

究所会長の寺島実郎氏の著書「ジェロントロジー宣言」の内容を、参加者が分担して報告

をし、対話を行ったものでございまして、市の職員１８名が参加いたしました。

また、１１月には、様々な立場の関係者による未来の課題をテーマにした対話の場であ

りますフューチャーセッションをオンラインで開催し、市民や市内企業の関係者など、合

わせて２２名の皆様にご参加いただきました。

更に、１２月には、高校生を含む１６名の皆様に参加をいただき、課題解決型ワークシ

ョップを開催いたしましたが、いずれの取組も徳島大学人と地域共創センターとの共催に

より行ったものでございまして、オンライン開催に伴う様々な課題が明らかになった一方、

大学ならではの先進的な手法により中身の濃い対話が行われ、本年度の取組につながって

おります。

◎保険福祉部長（住友礼子君）

議長、保険福祉部長。

◎議長（林 茂議員）

はい、住友保険福祉部長。

［保険福祉部長 住友礼子君 登壇］

◎保険福祉部長（住友礼子君）

続きまして、私からは、ヤングケアラーについてのご質問にお答えさせていただきます。

ヤングケアラーについての市内の実情でございますが、現在、市として把握しているケ

ースは１件でございます。

しかし、議員ご指摘のとおり、本人にヤングケアラーという自覚がない子どもも多く、

把握しているケース以外にも該当者が存在している可能性もございます。

ヤングケアラーは、家庭内のデリケートな問題であること、本人や家族に自覚がないと



－５５－

いった理由から、支援が必要であっても表面化しにくい構造となっており、実情を把握す

ることが難しい現状です。

市では、要保護児童や要支援児童に必要な支援を行うための情報交換や協議の場として、

各種関係機関から成る美馬市要保護児童対策地域協議会を設置しております。

この組織を活用し、福祉、介護、医療、教育等といった様々な分野の連携を図り、アウ

トリーチにより潜在化しがちなヤングケアラーを早期に発見するよう、努めてまいりたい

と考えております。

加えて、ヤングケアラー自身による自発的な相談で把握することも重要でございますの

で、市といたしましては、令和２年度から、子どもすこやか課に設置している、子ども家

庭総合支援拠点の活用を図ってまいりたいと考えております。

この拠点には、家庭児童相談員及び母子・父子自立支援員を配置し、それらスタッフが

西部子ども女性相談センターと連携し、子どもとその家庭とを対象に、実情の把握、相談

全般からソーシャルワーク業務までを担い、子どもを取り巻く諸問題の早期発見、早期支

援を実現しようとするものでございます。

今後は、ヤングケアラーの最も身近に相談できる窓口としての周知を図り、早期発見、

早期支援につなげてまいります。

◎経済部長（藤田伸次君）

議長、経済部長。

◎議長（林 茂議員）

はい、藤田経済部長。

［経済部長 藤田伸次君 登壇］

◎経済部長（藤田伸次君）

続きまして、私からは、うだつの町並みにおけるコロナ禍前と後との人流の違いはとの

ご質問にお答えいたします。

新型コロナウイルス感染症の影響が顕著に出始めましたのは、令和２年３月頃からでご

ざいまして、同地域で入り込み客数を調査している、美来工房、吉田家住宅、藍蔵での令

和２年３月の入り込み客数は７,６４４人であり、平成３１年３月の１万７,２３０人と比

較して、５５％の減となっております。

更には、令和２年４月に発令されました緊急事態宣言により、感染拡大防止に向けた人

流の抑制が必要になったことなどから、令和２年度全体の入り込み客数は８万６,３９２

人と大幅に落ち込み、前年度の１６万９,２６０人と比較して、４９％の減となっており

ます。

このような入り込み客数の大幅な落ち込みの主な要因としましては、県外からのツアー

団体客やインバウンドの減少によるものと考えており、新型コロナウイルス感染症の収束

がいまだに見通せない現在もなお、誘客においては、厳しい状況が続いているのが現状で

ございます。

◎９番（郷司千亜紀議員）
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はい、９番。

◎議長（林 茂議員）

９番、郷司千亜紀君。

［９番 郷司千亜紀議員 登壇］

◎９番（郷司千亜紀議員）

はい、それぞれ丁寧なご答弁ありがとうございました。

それでは、順次再問をさせていただきます。

人生１００年時代では、２００７年に日本で生まれた子どもの半数は、１０７歳まで生

きるとの推計にはびっくりですね。本当に超長寿社会になっていきますね。

また、様々なデータから、高齢者が若返っている、どおりで買物に行っても多くの高齢

者の方を見かけるはずです。元気で長生きということで、健康寿命を延伸する取組と同時

に、自立して活動できる期間をどう充実したものにするかも重要な課題ではないでしょう

か。

そうしたことを含め、人生１００年時代を美しく健康に暮らすことができる施策につい

て、美と健康をキーワードとした様々な取組を検討されているようですね。市長の言う美

と健康のうち、健康については、独自施策として、ヴォルティスコンディショニングプロ

グラムに取り組むなど、先行していると思いますが、美に関してはどうでしょうか。

是非とも美馬市らしい、美に関する独自施策を打ち出していただきたいと思いますので、

来年度以降、検討している具体的施策があればお答えを願います。

はい、次、ヤングケアラーについてです。

ヤングケアラーについて市として把握しているケースが１件あるということで、悲しい

ですね。各種関係機関から成る美馬市要保護児童対策地域協議会の設置や、子どもすこや

か課に設置されている、子ども家庭総合支援拠点などの相談窓口が整備されているのは大

変心強いです。

特に、子ども家庭総合支援拠点は、家庭児童相談員及び母子・父子自立支援員が西部子

ども女性相談センターと連携し、子どもを取り巻く諸問題の早期発見、支援につなげると

いうことで、保護者の方々にとっても大変心強い窓口になるのではないでしょうか。

全国的に少しずつ支援が広がっているようで、埼玉県では、２０２０年３月、全国に先

駆けてケアラー支援条例を施行し、２１年３月には、ヤングケアラーを支える人材育成を

目的に、３年間で教育と福祉の関係者約１,０００人が合同研修会を受講することなどの

目標値を盛り込んだ支援計画を策定しております。４月には、北海道栗山町が市町村で初

めて同様のケアラー支援条例を施行、神戸市は、ヤングケアラー支援に関する専門部署を

全国で初めて立ち上げ、鳥取県は、児童相談所にヤングケアラー専用の相談窓口を開設し

ております。

もし、支援が必要な事例が出た場合、どのように対応、支援を行っていきますか。また、

学校生活にも影響してくると思われますので、学校現場の実情、教育と福祉の連携をどの

ように取っていくのかお聞かせください。
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次に、うだつの町並みの活性化についてですが、美来工房、吉田家住宅、藍蔵では５

５％減で、令和２年４月に発出された緊急事態宣言の影響で、２年度全体の入り込み客数

は前年度の４９％の減ということで、本当に半分になってしまったんですね。新型コロナ

ウイルスの影響で、ある程度予想はしていましたが、なかなか厳しいものがあります。入

込客数については、収束するまでなかなか期待はできそうにありませんが、コロナ禍の中

でも、新しい店舗などはオープンしているようで、明るい兆しがあるようです。

また、９月６日の徳島新聞には、「うだつの町並みで朝食提供 古民家改修、起業の場

にも」と大きく掲載をされておりました。朝食とは良いキーワードですね。あまり見ない

キーワードです、と思います。完成が楽しみですね。

そこで、現在の店舗やオフィス等々、また、宿泊施設などの現状をお聞きいたします。

コロナ禍の中、これからは待つのではなく攻めるですね。ＳＮＳやオンライン、また、

ＶＲを使ったバーチャル体験メニューなどを発信してみてはいかがでしょうか。あと、可

能であれば、人の集まる施設にストリートピアノを置いてみてはどうでしょうか。

以上の再問について、よろしくお願いをいたします。

◎市長（藤田元治君）

議長。

◎議長（林 茂議員）

はい、藤田市長。

［市長 藤田元治君 登壇］

◎市長（藤田元治君）

９番、相和会、郷司千亜紀議員からの再問のうち、人生１００年時代を美しく健康で暮

らすことができるまちづくりの具体的施策について、ご質問にお答えをいたします。

市民の皆様に、人生１００年時代を美しく健康で暮らしていただくためには、まずは多

くの皆様に、人生１００年時代とはどのようなものなのかを知っていただく必要がござい

ます。

そこで、一般財団法人日本総合研究所が提供するｅ－ラーニング講座への修了や各種検

定の合格、健康アンバサダーや県の生きがいづくり推進員の認定など、一定の条件をクリ

アされた方を市民アンバサダーとして任命をし、人生１００年時代を生きるための知識を

周囲の皆様に広げていただくことについて、検討をしております。

また、ポータルサイトを立ち上げ、高齢者の皆様がお持ちの特技を、自薦、他薦を問わ

ず登録をいただいてマッチングを行う仕組みや、高齢者の皆様の学びに関する情報の一元

的な発信、起業や資格取得の支援などを行う社会参加促進のためのプラットフォームづく

りにも取り組みたいと考えております。

更に、美に関する独自施策として、訪問美容などの福祉美容を後押しする取組のほか、

美容体験会やカラーコーディネート講座の開催などを通じて、高齢者の皆様の外出を促す

取組、また、美馬市に行けば美しくなれるというブランドの形成にもつながる体験メニュ

ーつき旅行商品の造成や、市内の事業所を対象とした接遇・マナー研修などにも取り組ん
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でまいりたいと考えております。

一方、健康分野につきましては、既に独自施策として実施しておりますヴォルティスコ

ンディショニングプログラムに加え、町を美しくしながら自らも健康になることを目的と

したプロギングと呼ばれる、ごみを拾いながらジョギングを行うイベントや、大塚製薬株

式会社との連携による、女性の健康セミナーについても実施を検討しております。

今後、ワークショップで出された意見などを参考に、他の地域にはない、独自の施策を、

人生１００年時代のまちづくりプランに反映をし、美馬市ならではの取組を進めてまいり

たいと考えております。

◎教育長（村岡直美君）

議長、教育長。

◎議長（林 茂議員）

村岡教育長。

［教育長 村岡直美君 登壇］

◎教育長（村岡直美君）

続きまして、私からは、ヤングケアラーの教育と福祉の連携についてのご質問のうち、

学校現場の実情についてお答えさせていただきます。

ヤングケアラーについては、その支援の課題として、子どもたち自身に、自分がケアラ

ーであることの自覚がない場合が多いことや、家庭内のことで実態把握が非常に難しいこ

とがあります。

このような中、学校の取組の現状といたしましては、子どもたちの悩みや不安の発見と

対応に向けて、日常的に教育活動の中で子どもたちの小さな変化を見逃さないよう、教職

員が連携するとともに、定期的に担任との面談や生活アンケートを実施しております。

また、支援を要する子どもたちや家庭に対しましては、スクールソーシャルワーカーな

どの専門員と体制づくりを行い、関係機関と情報共有し、課題の解決に向けて取り組んで

いるところでございます。

こうした取組とともに、ヤングケアラーの支援には、日頃から子どもたちが何でも相談

できる環境づくりに努め、課題を抱えた子どもたちを把握した場合には、家庭との信頼関

係を維持しつつ、子どもたちを見守り、寄り添うことが最も重要なことと考えます。

潜在化しやすいヤングケアラーの不安や負担を少しでも軽減できるよう、子どもたちが

相談しやすい、温かな学校づくりを一層進めるとともに、当該家庭と行政等の相談窓口を

つなげられるよう、関係機関と緊密な連携を図りながら、協力して支援を行ってまいりた

いと考えております。

また、教職員のヤングケアラーの早期の発見や適切な寄り添い方についてのスキルを向

上させるため、教育相談や生徒指導についての研修を充実させるとともに、子どもたちや

保護者への啓発に努めてまいります。

◎保険福祉部長（住友礼子君）

議長、保険福祉部長。
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◎議長（林 茂議員）

はい、住友保険福祉部長。

［保険福祉部長 住友礼子君 登壇］

◎保険福祉部長（住友礼子君）

続きまして、私からは、ヤングケアラーに対する対応支援及び教育福祉の連携について

お答えさせていただきます。

ヤングケアラーの背景には、少子高齢化や核家族化の進展、共働き世帯の増加、家庭の

経済状況の変化といった様々な要因がございます。

こうした中で、ヤングケアラーは、その家庭の状況により様々な年齢や成長の度合いに

見合わない重い責任や負担を負っています。

支援が必要なヤングケアラーを発見した際には、スピード感をもって対応、そして、支

援につなげる必要がございますが、子どもの中には、家族の状況を知られることを恥ずか

しいと思ったり、家族のケアをすることが生きがいになったりしている場合もあります。

まずは、しっかりと子どもの気持ちに寄り添い、どのような支援が必要なのか等につい

て聞き取るなど配慮をしながら、高齢、障がい、疾病、失業、生活困窮、ひとり親家庭と

いった家庭の状況に応じ、必要な既存のサービスに適切につなげる必要があると考えてお

ります。

このことから、支援の面からも関係機関との連携は重要になってまいります。美馬市要

保護児童対策地域協議会は、正に国や県の関係機関、市の福祉や教育委員会部局、医療機

関、地域の民生児童委員などが一堂に会する組織でございまして、福祉、介護、医療、教

育等といった様々な分野の連携が可能となるものでございます。

また、この協議会においては、個別の支援対象児童等に直接関わりがある担当者などが

構成員となり、随時に個別ケース検討会議を開催しており、支援対象児童等の状況の把握

や問題点の確認、援助、介入方法の検討等を行っております。

先ほどの教育長の答弁にもありましたように、特に学校現場の教職員にあっては、子ど

もの変化に気付きやすい立場にあり、そこから早期の支援につなげていくことが可能とな

ります。学校現場での情報をこの個別ケース検討会議に持ち寄っていただいて、関係者に

より具体的に対策を検討するなど、ヤングケアラーへの対応についても、この会議の活用

を図ってまいりたいと考えております。

一方、ヤングケアラー自体の認知度がまだまだ低い現状では、まずは、各機関の関係者

を含め、多くの人に関心を持っていただくことが重要でございますので、社会的認知度向

上に向けた周知、啓発にも取り組んでまいりたいと考えております。

今後、国においても様々な施策が展開されることと思われますし、県においても、１１

月の児童虐待防止推進月間には、ヤングケアラーの支援に関する研修会が開催される予定

でございます。

市といたしましても、国等の動向を注視しながら、積極的に研修会等に参加し、ヤング

ケアラーの適切な支援につなげてまいります。
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◎経済部長（藤田伸次君）

議長、経済部長。

◎議長（林 茂議員）

藤田経済部長。

［経済部長 藤田伸次君 登壇］

◎経済部長（藤田伸次君）

続きまして、私からは、うだつの町並みの現在の状況及びコロナ禍を見据えた今後の発

展はとの再問にお答えいたします。

まず、うだつの町並み周辺の課題である空き家、古民家の状況及び今後の方向性につい

てでございますが、町並み周辺の空き家は、平成２７年度の調査では１０７件で、その後

も若干増加傾向にあると認識しておりまして、景観の保全とにぎわいの創出、観光資源と

しての活用が喫緊の課題となっております。

こうした課題に対しまして、本市では、うだつの町並みの持つ歴史や文化、醸し出され

る雰囲気を強みとして、サテライトオフィスの誘致や新規創業のフィールドとしての利活

用を現在進めております。

また、行政だけではなく、民間の資金やノウハウを活用することにより、町並み周辺に

おける経済の活性化やにぎわいの創出、交流人口の増加を図り、それらによる観光地とし

てのブラッシュアップにつなげるための施策にも取り組んでおります。

この考え方に基づき、令和元年度に国のローカル１００００プロジェクトに着手し、翌

２年度に、民間企業によるイタリアンレストランや宿泊施設の創業につなげてまいりまし

た。

コロナ禍の影響により、現在のところ、宿泊施設は、当初計画の宿泊者数を下回ってい

るとのことですが、イタリアンレストランにつきましては、県内からの誘客に結びついて

おり、町並みの活性化につながっているものと考えております。

ほかにも町並み周辺では、民間事業者の進出が進められておりまして、雑貨店やカフェ

の創業、更には、家具ギャラリーが今月オープンするなど、様々な活用が進められており

ます。

また、市といたしましても、国の地方創生拠点整備交付金を活用し、うだつの町並みに

ある市所有の古民家を、新たに朝食を提供するカフェやチャレンジキッチン、地域の交流

拠点となるフリースペースにリノベーションすることとしておりまして、関連予算を本定

例会に提案させていただいております。

こうした取組により、これまで町並み観光での弱みとされてきた早朝における入り込み

客が期待されるほか、新たな起業創業にも結びつけるなど、引き続き、官民連携の下、町

並みの活性化を進めてまいりたいと考えております。

また、議員ご提案のオンラインツアーやバーチャル体験メニューの造成、ストリートピ

アノの設置につきましても、本市ならではの創意工夫を凝らした取組を検討することによ

りまして、ウィズコロナ、アフターコロナにおける効果的な観光誘客につなげてまいりた
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いと考えております。

◎９番（郷司千亜紀議員）

はい、９番。

◎議長（林 茂議員）

９番、郷司千亜紀君。

［９番 郷司千亜紀議員 登壇］

◎９番（郷司千亜紀議員）

はい、ありがとうございます。

それぞれ再問のご答弁をいただいたので、まとめに入りたいと思います。

人生１００年時代を美しく健康で暮らすことができるまちづくりについては、健康をキ

ーワードとした施策は、目に見える形としての発展がありますね。美についても、美容体

験会、カラーコーディネート講座などの開催などで、高齢者の方々の外出を促進する取組

や体験メニューつき旅行商品の造形など、盛りだくさんの取組があるということで、順次

実施していってほしいと思います。特に、大塚製薬株式会社との連携による、女性の健康

セミナーが開催される時には是非参加してみたいと思っております。

人生１００年時代って言っても、元気で長生きということは、そう簡単なことではあり

ませんね。でも、全ての人が元気に活躍し、安心して暮らせるまちづくりをしていかなけ

ればならないと思っております。

それと、私は、寿命の希望が１２０歳なんですけども、美馬市で暮らしていれば、目標

が達成できそうな気がしてきました。美と健康のまちづくりを前面に打ち出している自治

体はあまり聞いたことがないので、美馬市らしさを駆使して、実施していってほしいと思

います。

ヤングケアラーについては、やっと支援が始まったように思われます。先ほどの答弁に

もありましたが、本当に年齢や成長に見合わない責任を負っています。

国の調査では、１日の世話に費やす平均は中学生が４時間、高校生は３.８時間だそう

です。同世代の子どもたちは、部活動や遊び、勉強など、普通の生活を送っています。で

も、ヤングケアラーはそんな普通の子どもらしい時間を過ごせてないのです。自分の子ど

もと重ねてみると、あり得ないですよね。でもそんなあり得ないことが、現実に起きてい

るのが現状なんです。

美馬市では、美馬市要保護児童対策地域協議会が設置されており、随時、先ほどの答弁

にもありましたが、個別ケース検討会議が開催されているとのことで、体制が整っている

ということに大変安心をいたしました。

また、答弁にもありましたが、本当に認知度が低い現状でありますので、私は今回の質

問のテーマに選びました。私が発信することで関心を持っていただけると幸いでございま

す。

教育と福祉の連携の点では、教育現場、学校全体でヤングケアラーについて学ぶ意味が

あると思います。また、学校を起点に福祉の専門家や地域ボランティアの連携も必要では
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ないでしょうか。子どもの心に寄り添い、子どもの声に耳を傾けられる社会、美馬市にし

ていきたいと思っております。

うだつの町並みですが、コロナ禍の中、うだつの町並みの世界観を強みとして、サテラ

イトオフィス誘致や新規創業のフィールドとしての利活用を進めているということで期待

をしたいと思います。

また、話題のイタリアンレストランや宿泊施設の創業にもつながっているようで、私の

周りでもレストランの話はよく聞きまして、沢山の方が行かれているみたいで、フェイス

ブック等でもよく見かけております。

また、最近、徳島新聞によくうだつの町並みが紹介されており、９月９日付の新聞では、

「複合施設で高校生が１日カフェ」と大きく掲載されておりました。夢がありますよね。

多分その高校生はすごいうれしかったんだろうと思います。多くの人に体験をしてほしい

と思います。

コロナ禍の中、これだけ町並みの活性化を進められているのはすばらしいと思います。

あと、オンラインツアーやＶＲ体験メニューも検討していただけるとのことで楽しみに

しております。

ストリートピアノにおいては、私はＹｏｕＴｕｂｅでよく見ております。様々な物語と

かストーリーがあって、何かいつも感動させられるんですよね。是非とも、是非とも設置

をしていただきたいと思っております。うだつの町並みでピアノの音色が聞こえてくるこ

とを期待しつつ、代表質問を終わります。

ご清聴ありがとうございました。

◎議長（林 茂議員）

以上で、通告による代表質問は終わりました。これをもって代表質問を終結いたします。

ここで、１０分ほど小休をいたします。

小休 午後１時４６分

再開 午後１時５６分

◎議長（林 茂議員）

小休前に引き続き、再開いたします。

次に、日程第３、市政に対する一般質問を行います。通告者は、ご配付の一般質問一覧

表のとおりで、通告は３件であります。

初めに、議席番号１番、田中みさき君。

◎１番（田中みさき議員）

議長、１番。

◎議長（林 茂議員）

１番、田中みさき君。

［１番 田中みさき議員 登壇］

◎１番（田中みさき議員）
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議長から許可をいただきましたので、一般質問させていただきます。

先の代表質問では、女性ならではのきめ細やかな観点からの質問をされていたかと思い

ます。引き続いて、一般質問でも女性目線で感じた細かいことに関して質問させていただ

きたいと思いますので、よろしくお願いいたします。

今回は、郡里廃寺跡について、廃校施設の維持管理について、新型コロナウイルス感染

症の影響により中止又は延期したイベント、行事についての３件に関しての質問をさせて

いただきたいと思います。

郡里廃寺跡については、毎回９月議会で質問させていただいています。余談ですが、９

月の会期中には、日本の祝日、お彼岸の中日となる秋分の日があります。日本の法律、国

民の祝日に関する法律によって、次のように定義されています。秋分の日とは、祖先を敬

い、亡くなった人々をしのぶためのものとあります。この時期になると、幼い頃、よく祖

母に連れられ、郡里廃寺跡近くのお寺にお墓参りに行ったことを思い出します。今は娘や

孫を連れて、その祖母の墓参りに行く年になりました。今日は、先人の方々を敬い、感謝

の気持ちを持って質問をさせていただきたいと思います。

１件目の郡里廃寺跡については、郡里廃寺跡の整備計画関連及び寺町、道の駅みまの里、

少し離れて広範囲になりますが、段の塚穴までの周辺の整備における進捗状況をお尋ねし

ます。

２件目の廃校施設の維持管理については、一市民としても地元の廃校施設には関わらせ

ていただいていますが、市内の廃校施設の利用状況を、２０１９年の３月議会で質問させ

ていただいてから後、詳しくお聞きしていないので、現状を教えていただきたいと思いま

す。

かつては、学校は地域住民にとって最も身近な公共施設として施設整備されています。

学校施設整備の基本的方針でも、まちづくりの核であること、老人福祉施設等との連携や

地域の避難所又は緊急避難場所としての役割を果たし、また、景観や町並みの形成に貢献

することのできる施設として整備することが重要で、児童等の学習及び生活の場として、

また、教職員の働く場として、日照、採光、風通し等に配慮した良好な関係を確保すると

ともに、障がいのある児童にも配慮しつつ、十分な防災性、防犯性など、安全性を備えた

安心感のある施設環境を形成することが重要である。また、児童がゆとりと潤いを持って

学校生活を送ることができ、他者との関わりの中で豊かな人間性を育成することができる

よう、生活の場として快適な居場所を計画することが重要である。更に、それぞれの地域

の自然や文化性を生かした快適で豊かな施設環境を確保するとともに、環境負荷の低減や

自然との共生等を考慮することが重要であると記されています。

人口減少、少子化の影響により、廃校施設となってしまった学校ですが、恐らく当時も

このような基本的方針の下、建てられ、それぞれの地域の中心になり、立派な学校施設だ

ったのではないでしょうか。廃校となり、学校施設ではなくなりましたが、地域の宝とし

ておろそかにすることができず、少しでも施設が地域住民に開放され、有効活用できるよ

う、利活用のあり方にこだわり、地元においても寄与できればと関わらせていただいてい
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ます。

美馬地区の５校も廃校となり、はや５年になります。そこで、市内における、それぞれ

が所管する廃校施設の利用目的、最近の活動内容、実績など、教えていただきたいと思い

ます。

３件目の新型コロナウイルス感染症の影響により中止又は延期したイベント、行事につ

いてお聞きします。

イベントも行事もどちらも同じ意味合いなのでしょうが、使い分けが難しいので、イベ

ント、行事ということで質問させていただきます。

現在、美馬市における市有施設の利用制限も設けられ、イベント開催制限については、

県の対策本部が発出しているイベント開催制限についての遵守を条件とし、県のホームペ

ージでも、１０月末までは、県内の感染状況を踏まえ、引き続き、国の方針と同様な扱い

となっているようです。

美馬市が主催で開催する予定だったイベント、毎年行われている行事など、なかなか全

てをお答えいただくと大変ですので、今回は要旨にもあります成人式と学校行事について

お尋ねします。

先に、成人式についてお尋ねします。私事ですが、上の娘が新成人ということで、娘本

人はもちろん、娘の同級生、また、保護者の方だけでなく、美容関係、関連の事業者の方

からの成人式に関する問合せやご意見をいただく機会が多くありましたので、お伝えして、

質問させていただきたいと思います。

今年１月２日に予定されていた令和２年度成人式は、感染を拡大させる要因になるとの

ことから、開催日の約１か月前に延期が決まり、その時には、帰省するためのバスや飛行

機、当日の美容院、着つけ、振り袖のレンタルなどのキャンセル、友人との久しぶりの再

会だけでなく、帰省することさえ我慢した多くの新成人がいました。その後、３月に成人

式企画運営委員の方たちの成人式に関する意見を確認した時点では、５月若しくは来年の

１月の開催の意見があり、夏の希望はなかったみたいですが、感染状況やワクチン接種、

長期休暇の関係から、夏での開催が決まり、振り袖で参加する予定だった成人の方は延期

していたレンタルのキャンセルやスーツやドレスの新調と、保護者も大変だったと聞いて

おります。また、夏の開催になることで、振り袖を着ないことから、美容関係、関連の業

者にも影響があったそうです。

感染症拡大防止対策として、新成人の抗原検査だけでなく、記念品の美馬市特産物セッ

トなども予算で計上されていたみたいですが、結局、感染状況により再延期で、次年度の

新成人と同じ日に開催予定になっているのが現状かと思います。

他のイベント、行事と違って、延期、再延期することにより、出席する成人、家族の準

備期間、負担も大きいようです。また、新成人であることから、学生だけでなく、就職さ

れ社会人として働いている方もいる中で、延期、再延期になってくると、休みの調整など

から、早めの判断が求められていました。

これまでの間、成人式のあり方を、従来どおりでなく、分散開催、オンライン、祝い金
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など検討していただいているとは思いますが、今後はどのような開催方法をお考えなのか、

お聞かせいただけたらと思います。

もう１点、子どもや保護者からの相談が多いのは、学校行事についてです。

学校生活において節目となる入学式や卒業式といった行事、これからの時期、予定され

ている運動会や体育祭、文化祭といった、子どもたちにとっても楽しみである行事。また、

特別な活動として、遠足や修学旅行などがあります。その他、参観日や総合学習など、保

護者や地域の方々との交流の機会ともなる学校行事も多くあるかと思います。

そこで、新型コロナウイルス感染症の感染状況により、中止や延期など、影響のある行

事について、お答えいただければと思います。

以上３件について、ご答弁いただいた後、再問させていただきます。

◎建設部長（河野 功君）

議長、建設部長。

◎議長（林 茂議員）

はい、河野建設部長。

［建設部長 河野 功君 登壇］

◎建設部長（河野 功君）

１番、田中みさき議員の一般質問のうち、私からは、郡里廃寺跡及び周辺の整備に関す

る進捗状況についてお答えいたします。

周辺整備につきましては、地域の歴史・文化・自然環境の特性を生かした個性あふれる

まちづくりを実現し、地域の活性化を図ることを目的に、都市再生整備事業を活用し、実

施しております。

この中で、平成２４年度から平成２９年度までの第１期計画では、道の駅みまの里や観

光情報施設の整備、観光駐車場と一体化した湧水広場など、寺町周辺の観光整備を進めて

まいりました。

また、平成３０年度から令和４年度までの第２期計画では、地域防災施設の整備、段の

塚穴周辺の遊歩道整備を実施し、既に完了しております。

現在は、徳島自動車道美馬インターチェンジから国道４３８号を経由して、道の駅みま

の里にアクセスする市道美馬６５２号線の開設や、防災ヘリポートを完備した大型駐車場

の整備などに取り組んでおり、ハード事業につきましては、全て年度内に完了する予定で

ございます。

◎副教育長（大泉勝嗣君）

議長、副教育長。

◎議長（林 茂議員）

大泉副教育長。

［副教育長 大泉勝嗣君 登壇］

◎副教育長（大泉勝嗣君）

続きまして、私からは、郡里廃寺跡に関する進捗状況、新型コロナウイルス感染症の影
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響により中止又は延期した成人式、学校行事、そして、廃校施設の利用状況についてのご

質問に、順次お答えいたします。

最初に、郡里廃寺跡に関する進捗状況につきましては、本年度は、整備に係る基本計画

の策定や指定地内に残る民有地の公有化、工事完了後の状況のイメージ図の看板の設置な

どを実施する予定で進めております。

まず、基本計画の策定につきましては、本年５月に計画策定支援業務を発注し、本年度

内に完了する予定で進めているところでございまして、本年７月には、整備検討委員会の

本年度１回目の会議を開催いたしまして、基本計画の方向性や基本的事項について、ご協

議をいただいております。

この基本計画は、整備検討委員会において、本史跡の歴史上又は学術上の価値を明確化

することや、地域に根差した保存と活用のあり方などをご検討いただきながら、本史跡と

段の塚穴、寺町、道の駅みまの里、郷土博物館などとの包括的な整備活用方法を明確にす

るものとしております。

また、今月末を目途として、整備検討委員会の２回目の会議を開催し、遺構の表現方法

や地形造成といった整備の具体的提案を行うなどいたしまして、協議を進めてまいりたい

と考えております。

なお、基本計画の策定後には、基本設計及び実施設計を行い、これに基づきまして、整

備工事に着手する予定でございます。

次に、本史跡内の民有地の公有化につきましては、地権者にご理解をいただきながら、

当該土地の買収を進めており、所要の事務処理を行いまして、本年度内に完了できるよう

取り組んでいるところでございます。

本史跡の整備につきましては、制度上の手続として、文化庁の認定を受けるための事務

処理に一定の時間を要しますが、できる限り早く完了するよう取り組んでまいりたいと考

えております。

次に、新型コロナウイルス感染症の影響により中止又は延期した成人式及び学校行事に

ついてでございます。

まず、延期しておりました令和２年度の成人式につきましては、本年８月１４日に開催

を予定しておりましたが、新型コロナウイルス感染症の影響により、再延期をいたしまし

て、令和４年１月２日の午前中にミライズにおいて開催する予定としております。

感染症に係る状況は、現在、国において、ワクチンの接種証明などを活用した行動制限

の緩和を検討されるなどしており、今後、変化していくことも考えられることから、明確

なことを申し上げることはできませんが、現時点におきましては、成人式の開催に際し、

感染症対策のため、会場への入場者を対象とした抗原検査の実施、来賓やスタッフの人数

の制限などを検討しているところでございます。

いずれにいたしましても、思い出に残る成人式となるよう、今後の国の感染症対策の動

きなどを見据えつつ、企画運営委員の皆様と協議を行いながら検討し、開催については、

１１月下旬頃までには判断したいと考えております。
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次に、修学旅行や運動会・体育祭、また、入学式・卒業式など、子どもたちが学校生活

の中で大きな楽しみや節目とする学校行事につきましては、各校で保護者との協議を重ね、

また、校長会と教育委員会でも情報を共有しながら、丁寧に検討し、実施のあり方を決定

しております。

例えば、修学旅行につきましては、小学校は、開催時期を５月から１１月へ延期し、行

き先も関西方面から四国内に変更して実施を予定しておりますが、県内外の感染状況によ

り、再度の実施時期、内容変更について、現在検討しているところでございます。

一方、中学校は、昨年度に実施する予定であった修学旅行は全て延期しておりましたが、

この延期分につきましては、行き先を沖縄から広島方面や徳島県内に変更し、本年７月末

までに実施することができました。

また、本年度の２年生を対象とする修学旅行については、既に来年度への延期を決定し

ている学校もございますが、年内に行き先などを変更して実施を予定していた学校につき

ましても、再延期などの検討をしているところでございます。

運動会・体育祭につきましても、開催時期を延期したり、時間短縮や参加者の制限など、

開催方法について見直しを行い、各校で安全な開催に向けた対応を行っております。

次に、市内の廃校施設の利用状況についてでございますが、市内の廃校施設は、社会体

育施設、地域活動センター、多世代交流センターとして活用されているところでございま

して、私からは、教育委員会が所管をしております社会体育施設についてお答えをさせて

いただきます。

教育委員会が所管している廃校施設といたしましては、美馬町の５施設、穴吹町の２施

設の計７施設がございまして、市民の皆様方の文化の向上と体育の振興などを図るために

活用しているところでございます。

このうち、穴吹町の旧口山中学校につきましては、穴吹グラウンド・ゴルフ場として校

庭を芝生化するなどの整備をしたことにより、県や市が主催する大会が開催されるなど、

市民の皆様方を始め、多くのグラウンド・ゴルフ愛好家の方々にご利用いただいておりま

す。

これらの社会体育施設につきましては、今後とも、地域の皆様方にもご協力をいただき

ながら、維持管理を行ってまいりたいと考えております。

◎市民環境部長（伊内公一君）

議長、市民環境部長。

◎議長（林 茂議員）

はい、伊内市民環境部長。

［市民環境部長 伊内公一君 登壇］

◎市民環境部長（伊内公一君）

続きまして、私からは、市民環境部が所管しております廃校施設についてお答えをさせ

ていただきます。

所管の施設につきましては、美馬地区の旧重清東小学校ほか５施設と脇町地区の旧清水
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小学校の計６施設で、それぞれ地域活動センターとして、地域運営組織や誘致企業との連

携により、特性を生かした施設の有効利用を進めております。

この地域活動センターは、地域コミュニティーの拠点として、組織されているまちづく

り協議会により、趣味のサークルや健康増進活動に利用されているほか、納涼祭やクリス

マス会などのイベントが催され、住民同士の交流や地域間の交流拠点として利用されてお

ります。

次に、企業・団体への貸付け状況でございますが、地域活動センター６施設のうち、旧

清水小学校を除く５施設につきましては、現在１３の企業・団体に貸付けを行っており、

主な事業内容といたしましては、食用コオロギの飼育・加工や、地元で収穫した野菜の集

出荷、食用藍の加工といった食品関係を始め、英会話教室やカルチャースクールなどの各

種教室、児童クラブの運営や障がい者の就業支援が行われております。こうした事業活動

によって、地元雇用も進んでおり、現在は２９名の方が雇用されております。

◎保険福祉部長（住友礼子君）

議長、保険福祉部長。

◎議長（林 茂議員）

はい、住友保険福祉部長。

［保険福祉部長 住友礼子君 登壇］

◎保険福祉部長（住友礼子君）

続きまして、私からは、保険福祉部が所管する廃校施設に関してお答えさせていただき

ます。

保険福祉部では、廃校施設のうち、旧重清北小学校など７施設を多世代交流センターと

して活用しております。

この多世代交流センターは、豊かな長寿社会の実現を目指し、地域住民の健康と福祉の

増進及び多世代間の交流の促進を図る施設でございまして、それぞれ介護予防などの健康

増進や地域のコミュニティーの場として利用されております。

また、このうちの旧宮内小学校は、国産エビの陸上養殖を行う企業に、旧切久保小学校

は、食用コオロギ養殖の研究を行う企業に、それぞれ空き教室の一部を貸付けております。

貸付けの際は、企業に対し、事業内容についての地元の理解を得ることや、清掃活動な

ど地域への貢献活動を行うことを条件としております。

市といたしましては、今後、これら企業の進出により、地域に新たな雇用を創出し、企

業と地域が連携することで、地域の活性化が図られるものと期待をしております。

◎１番（田中みさき議員）

議長、１番。

◎議長（林 茂議員）

はい、１番、田中みさき君。

［１番 田中みさき議員 登壇］

◎１番（田中みさき議員）
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ありがとうございました。

それでは、それぞれについて再問させていただきます。

１件目の郡里廃寺跡及び周辺の整備における進捗状況について、今ご答弁いただいたわ

けですが、同じ内容で繰り返し質問する場合、ご答弁いただいた内容を毎回確認してから

質問させていただいているのですが、今までのご答弁でも、「寺町や郡里廃寺跡、段の塚

穴周辺の遊歩道や観光広場の整備など、観光ルートとして魅力を一層高め、来訪者や地域

の皆様が安心・安全に回遊できる、歴史文化と観光が融合したまちづくりを進めることや、

道の駅みまの里については、寺町周辺の拠点と位置づけ、本史跡と段の塚穴などの周辺文

化財や郷土博物館、寺町周辺にある様々な文化資源をつなぎ、周辺文化財や施設との一体

的な保存と活用に向けて取り組むこと、郡里廃寺跡の整備については、整備検討委員会や

各関係機関等との連携調査を行いながら、市民の憩いの場となり、地域活性化につながる

よう検討を重ねられる。策定中の保存活用計画では、郷土博物館については、本史跡のガ

イダンス施設として位置づけ、本史跡に関する展示物や解説内容等の充実化を図り、活用

することに加え、郡里廃寺跡とその周辺文化財や施設についても、策定された保存活用計

画に基づいて整備を進められる」とのことでしたので、ご答弁いただくたび、市民として

も、郡里廃寺跡一帯、また、その周辺についても整備され、観光地としても魅力あるもの

になると、非常に期待しているわけです。

特に、郡里廃寺跡に関しては、前向きに検討していただき、少しずつ進んでいるのです

が、進捗状況がなかなか市民の方々には理解していただきにくいところもありましたが、

今回のご答弁では、「本年度末には工事完了後のイメージ図の看板が設置される」とのこ

とですので、目に見える形にしていただけることで、市民にとっても分かりやすく多世代

の方々にも、地域の歴史や文化に興味関心を持っていただくことにもつながるのではない

かと思います。

今後ですが、新型コロナウイルス感染症に関しては、まだ収束どころか新たな変異株な

どが発見されるなど、経済への影響だけでなく、今までの生活のあり方を見直す必要が高

まると予想されます。収束後の関係人口、交流人口による経済発展のための観光面での整

備も必要とされる一方、まずは、美馬市民が安心・安全に暮らせて、自分たちの町を誇り

に思える場所に整備されることが重要ではないかと思います。

ただいまのご答弁によりますと、観光客を想定したアクセス道路、大型駐車場の整備、

遊歩道の整備などは年度内に完了するとのことですが、特に段の塚穴周辺が散策できる遊

歩道に関しては、先日も歩いてみましたが、今、周辺は大木と草に覆われていて、観光客

には分かりにくいのが現状でした。また、周辺住民の方のお話では、時々、観光でおいで

ているのか、見学されている方を見かけることがあるそうですが、最近は段の塚穴周辺で

は、イノシシやマムシが多く、散策の際には注意が必要とのことでした。

この段の塚穴も国指定の史跡であることから、なかなか整備に関しては、文化庁の許可

が必要なのでしょうが、せめて、既に整備が完了している箇所だけでも維持管理ができる

よう、定期的に確認して対策を講じていただけたらと思います。
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新型コロナウイルス感染症の影響により、この夏休みもそうでしたが、土日の家族の過

ごし方にも変化があるように思います。県外に遊びに行くことを控え、自宅で過ごすこと

が多かった市民にとっても、身近な場所が整備されることはうれしいことです。子育て世

代が地元の文化に親しみやすく、感染を恐れ、引き籠もりがちな高齢者の憩いの場になる

よう、是非整備はもちろん、後々の維持管理についても考えていただければと思います。

そこで、地域文化の振興という観点から、ハードとソフト両面において、どのように進

めていかれるのか、お聞かせいただけたらと思います。

次に、廃校施設に関しては、市民環境部所管では、「地域活動センターとして、各地域

運営組織や誘致企業との連携により、特性を生かした施設の有効利用を進められ、地域コ

ミュニティーの拠点として、地域ごとに組織されているまちづくり協議会により、住民同

士の交流や地域間交流の拠点としての、地域のにぎわいづくりに貢献されている」とのご

答弁をいただいたわけですが、６施設のうち、本来の利活用の方針にもある地域活動セン

ターとして、地域住民に開放され、実際に、地元住民による運営組織が、常時、施設の維

持管理から地域コミュニティーの活性化や地域の安全・安心につながる活動に取り組まれ

るなどの運営にまで関わっている施設は限られているのではないでしょうか。

また、多世代交流センターについては、幾つかの施設では、企業への貸付けにより、事

業者による施設の有効活用が行われていて、多世代、地域との交流だけでなく、地元雇用

へつながることが期待されているようですが、今後、新たに貸付け等を行う場合、施設の

老朽化に伴い、維持管理、修繕費もかかることや、事業の拡大により改修する必要も予想

されます。元は学校施設ですから、グラウンドはもちろん、体育館、プール、幼稚園、中

には、学級菜園が残っている施設もあります。

地域住民がある程度関われている施設においては、維持管理を担っていただいているお

かげで、校舎周辺、学校周辺においても荒れた感じはありません。

しかし、施設によっては、維持管理を利用団体や地域住民が関わっているところばかり

ではないのが現状です。企業のみが利用している場合、廃校となって年数がたっている施

設などは、地域の高齢化が進み、学校周辺も含め、なかなか全ての管理が難しいところも

あるようです。

ご答弁にもありましたように、それぞれに施設の利用目的、内容が違っています。利用

されている企業や団体によっては、地域住民との関わりが見られない施設も出てきます。

校舎も全ての教室を利用団体が常時使用しているのとしていないのでは、劣化の具合も変

わってきます。外から見ただけでは分かりませんが、空き教室、水道管、体育館の屋根、

使わなければ、家と同じで老朽化して、次使う時には修繕が必要になってきます。

多くの卒業生を送り出してきた学校施設から廃校施設となったことにより、地域の衰退

が進み、コミュニティーが失われつつある地域において、使われていない施設や空き教室

の利活用等も含め、美馬市としては、今後どういった方針の下、廃校施設の利活用を進め

ていかれるのかお聞かせください。

また、管理体制については、多世代交流センター、地域活動センター、社会体育施設、
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それぞれ所管での管理となっているようですが、災害時には多くの施設が避難所として開

設もされます。公共施設として、今後は、市民の窓口での利便性だけでなく、修繕、整備、

改修、解体など、事務の効率化、財源の面からも、所管については、一本化されたほうが

いいのではないかと思われますが、その点についてはどう考えでしょうか。お答えいただ

けたらと思います。

３件目の新型コロナウイルス感染症の影響により中止又は延期になった成人式及び学校

行事についてですが、成人式に関しては、「令和４年１月２日に午前中に開催する予定」

とのことですが、令和２年度の成人は２１歳になっております。「感染防止対策として、

当日の抗原検査も実施される」とのことですし、ご答弁でもおっしゃられたように、まだ

先のことなので、感染状況も全国的なワクチンの接種率など、感染防止対策についての緩

和など、美馬市におけるその時の状況を予測することは難しいと思われます。成人式の企

画運営委員の方々とも協議されるとのことですが、委員の方々の一部の意見かもしれませ

んが、若い方たちの意見をできるだけ尊重していただければと思います。

開催の中止又は延期の判断は、どういった判断基準で、いつ頃決定されるのか分かりま

せんが、先ほども言いましたが、参加する新成人にとっても、保護者にとっても、一生の

うちの節目であり、一大イベントのようです。

今、コロナ禍で、経済的な影響により格差が広がっているとも言われます。夏休みで次

年度の成人式に参加する予定の学生と話をする機会があったのですが、「１月だと、みん

なが振り袖だから、正直振り袖着たいけど、親に無理を言いにくい。もし、また中止とか

延期になったら着なくていいから、早く中止や延期は決めてほしい」とか、ある子は「も

う１年も前から振り袖をレンタルしているから、今年の先輩のように夏とかに延期は、で

きたら避けてほしいな」といった意見もありますので、なかなか判断するタイミングが難

しいとは思われますが、令和３年度の成人式についても早めに周知していただけたらと思

います。

また、令和４年度の新成人については、民法の一部改正により、来年２０２２年４月か

ら成年年齢が２０歳から１８歳に引下げられます。そのことにより、２０２２年４月１日

から１８歳、１９歳に達している方は、その日から新成人となります。該当する年齢の方

だけでなく、保護者の方は、来年のことですので、コロナの影響等もあり、開催時期が気

になるところであります。

成人式の時期やあり方に関しては、法律による決まりはなく、各自治体での判断での実

施となることから、コロナ後を見据えて、美馬市としては、成人年齢の引下げ後の成人式

の開催の時期、あり方についても、差し支えなければ、お答えいただければと思います。

もう１点、学校行事について。修学旅行については、先日の徳島新聞にも県内の修学旅

行の実施状況が掲載されていました。各校で保護者とも協議を重ねるなどして、実施時期

や内容、行き先を検討していただいているようですが、小学校に関しては美馬市内で統一

されているようですが、中学校に関しては、各学校により時期や行き先が統一されていな

いことで、同じ美馬市内の中学生でも、今後、修学旅行に行けた、行けてないとなってく
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るので、そこはできるだけ安全に実施できる方向で、美馬市内で統一され、検討していた

だきたいと思います。

今、全国的に若年層の感染が拡大していて、小中学生の感染に現場の教職員の方々には

注意喚起、防止策に神経を使っていただいている状況です。業務も増えていることから、

参観日、運動会、体育祭など、保護者や家族、地域の方々の関心も高い行事に関しては、

保護者からの問合せやご意見など、現場での対応が少なくて済むように、できるだけ美馬

市で統一していただきたいと思いますが、学校行事については、どのような対策方針を取

られるのか、お聞きします。

以上、それぞれの今後の取組、対策、方針等をお聞かせいただき、再々問でまとめさせ

ていただきたいと思います。

◎副市長（長江 哲君）

議長、副市長。

◎議長（林 茂議員）

はい、長江副市長。

［副市長 長江 哲君 登壇］

◎副市長（長江 哲君）

１番、田中みさき議員からの一般質問、再問のうち、廃校施設の今後の活用方針につい

てのご質問にお答えをいたします。

まず、社会体育施設として活用している体育館などにつきましては、今後とも市民の皆

様方の健康増進などにつながるよう、維持管理に努めてまいりたいと考えております。

また、地域活動センターとして活用している廃校施設につきましては、地域の安心な暮

らしを守り、地域間連携を図る小さな拠点として、多世代交流センターとして活用してい

る廃校施設につきましては、介護予防などの健康増進や地域のコミュニティーの場として、

今後もそれぞれ本来の目的を推進しつつ活用してまいりたいと考えております。

加えて、これらの廃校施設における空き教室につきましては、今後も地元のご理解をい

ただいた上で、企業等に貸付け、地域雇用の創出や地域貢献を行っていただき、地域の活

性化につなげてまいりたいと考えております。

次に、所管の一本化についてでございますが、施設整備に当たって活用しました国の補

助金等の関係から、現在、教育委員会、市民環境部、保険福祉部と所管が分かれている状

況でございます。所管を一本化することにより、市民の手続の簡素化や、施設管理等業務

の効率化が図られる面もあろうと考えられますので、こうした補助金関係等の課題の解決

を図りながら、引き続き検討調整を行ってまいります。

◎副教育長（大泉勝嗣君）

議長、副教育長。

◎議長（林 茂議員）

はい、大泉副教育長。

［副教育長 大泉勝嗣君 登壇］
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◎副教育長（大泉勝嗣君）

続きまして、私からは、郡里廃寺跡及び新型コロナウイルス感染症の影響により中止又

は延期した成人式、学校行事についての再問にお答えいたします。

最初に、郡里廃寺跡に関し、地域文化の振興につなげる今後のハード・ソフトの整備方

針につきましては、中長期的な視野に立った計画が必要であると考えております。昨年度

策定をいたしました郡里廃寺跡保存活用計画におきましては、整備事業の実施計画期間に

ついて、令和３年度から７年度までを短期、１２年度までを中期、１３年度以降を長期と

定めておりますので、これに基づき、それぞれの期間の中で、市の財政状況や周辺地域の

状況を勘案しながら、ハード・ソフト両面での整備を検討してまいりたいと考えておりま

す。

郡里廃寺跡を地域文化の振興につなげるためには、まず、訪れる方々や地域の方々に、

本史跡の歴史上又は学術上の価値をしっかりと理解していただけるよう、多言語対応の説

明看板を設置することや、段の塚穴や寺町周辺の文化資源などを生かした整備を図ること

で、古くからの地域が育んだ歴史文化を感じる場とすること。

また、本史跡に様々な世代の方が訪れていただけるように、小中学校や地域の皆様方を

対象とした現地見学会や、道の駅みまの里を周遊拠点とした史跡巡りウォーキングを開催

することで、地域に根差した憩いの場とすることなど、様々なハード・ソフト両面におけ

る一体的な整備と活用を図ることで、地域文化の振興につなげていくことができるよう、

しっかりと取り組んでまいりたいと考えております。

次に、新型コロナウイルス感染症の影響により中止又は延期した成人式及び学校行事に

ついてでございます。

まず、成人式の今後の対策方針につきましては、新型コロナウイルスの感染状況により、

その都度開催についての判断をしなければならないものと考えております。現時点におき

ましては、感染症対策に万全を期し、開催する予定で進めているところではございますが、

再延期をした令和２年度分、また、来年１月２日の午後からミライズにおいて開催する予

定の令和３年度分の成人式につきましても、先ほど申し上げたように、国の感染症対策の

動きなどを見据えながら検討いたしまして、１１月下旬頃までには判断したいと考えてお

ります。

なお、民法上の成年年齢が２０歳から１８歳に引下げられる令和４年度以降の成人式に

つきましては、他の市町村の動向や２０歳での開催、１８歳での開催の双方についてのメ

リット・デメリットといったことを含めて検討してまいりたいと考えております。

次に、学校行事についての今後の対策方針について、市内で統一してはとのご質問につ

きましては、運動会、体育祭や修学旅行は、学習指導要領に示されている教育活動の一環

であり、児童生徒や地域の特性を踏まえた教育課程として、学校ごとに編成されておりま

す。教育委員会といたしましては、学校において慎重に決定された特色ある教育課程や、

その実施のあり方を尊重してまいりたいと思います。現在、コロナ禍においてご心配をい

ただいておりますように、この教育課程を予定どおりに実施することは、大変困難な状況
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がございますが、小中学校では、児童生徒の健康と安全を最優先として、感染予防に配慮

し、職員が一丸となって、行事の実施に向け、取り組んでおります。

教育委員会におきましては、今後とも、子どもたちの学校生活に潤いを与え、思い出に

残る有意義な教育活動が実施できるよう、教育課程を管理するとともに、必要な助言・指

導を行いながら、最大限の支援を行ってまいりたいと考えております。

◎１番（田中みさき議員）

議長、１番。

◎議長（林 茂議員）

はい、１番、田中みさき君。

［１番 田中みさき議員 登壇］

◎１番（田中みさき議員）

ありがとうございました。

まず、成人式は、若者一人ひとりが大人の一員になったという自覚を持って、責任を果

たすためには祝福すべきと、励ますことが目的で始まったと言われています。修学旅行は、

学習指導要領では、「平素と異なる生活環境にあって、見聞を広め、自然や文化などに親

しむとともに、より人間関係を築くなどの集団生活のあり方や、公衆道徳についての体験

を積むことができるようにすること」とあります。

新型コロナウイルス感染症の影響により、イベント、行事一つ一つ、どれを取っても

様々なことが課題となり、今まで当たり前だと思っていたことを、生活のあり方から考え

方まで、もう一度、何が必要で、これからどうするべきなのかを見直すきっかけになって

いると思います。

今回は、イベント、行事について、成人式と学校行事のみお聞きしましたが、様々な分

野で、近隣自治体や県との協調、連携も必要かと思いますが、美馬市には美馬市の地域の

特性、独自のあり方があってもいいのではないかと思います。一歩先をリードして、新型

コロナウイルス感染症にも対応した先進事例となるような取組を挑戦していただけること

と期待をしております。

次に、廃校施設の維持管理における所管の一本化ですが、様々な課題が解決するまでは、

多世代交流センターと地域活動センターであれば、管轄する補助金や交付金などを積極的

に活用するなど、それぞれの方針や目的に応じて、地域活性化につなげていただき、安全

に利用できるように、修繕・改修等が必要になった場合、維持管理等に責任を持って取り

組んでいただきたいと思います。

体育館やグラウンド、教育委員会での管轄となっているようですが、プールや幼稚園跡、

倉庫などはまた違うようですので、校舎と同じ施設内ですので、できれば校舎施設と同じ

所管、若しくは、避難所となっていることから危機管理課か。いずれにしても、廃校施設

をご確認いただき、維持管理している地域運営組織の方々や利用者の利便性を考慮してい

ただき、一度調整、検討をお願いしたいと思います。

最後に、郡里廃寺跡及びその周辺の都市再生整備事業としての整備は完了かもしれませ
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ん。しかし、道の駅みまの里から寺町、また、段の塚穴までのアクセス道路の整備につい

ては、横断する際の安全面、周辺の環境など、まだまだ検討をしていただくことが必要で

はなかろうかと思います。

これから整備していくに当たっては、もちろん財源の確保が必要となってくると思いま

す。過疎が進む地域にとっては、国庫補助金や過疎対策事業債などに頼りながらですが、

持続可能な施策が求められます。

また、整備完了後は、地域周辺住民による歴史や文化財の保存、維持管理、継承に関し

てのご理解やご協力が必要になってきます。今回は郡里廃寺跡ということで質問させてい

ただきましたが、美馬市内には、ほかにも多くの文化財、伝統文化など、次世代に伝えて

いく歴史文化があります。旧美馬町時代には、文化と歴史の町と先人たちが重んじてきた

地域文化の振興への業績に対しても、冒頭でも触れましたが、敬い、感謝することを忘れ

てはいけないと思っています。

郡里廃寺跡を中心に、今後も進められる整備については、市民とともに築く歴史と文化

のまちづくりのモデル地区となるよう、地域文化の振興に努めていただくことをお願いし

て、９月議会、水沙起会の一般質問を終わります。ありがとうございました。

◎議長（林 茂議員）

ここで１０分ほど休憩いたします。

小休 午後２時４４分

再開 午後２時５４分

◎議長（林 茂議員）

小休前に引き続き、再開いたします。

次に、議席番号１５番、川西仁君。

◎１５番（川西 仁議員）

はい、１５番。

◎議長（林 茂議員）

はい、１５番、川西仁君。

［１５番 川西 仁議員 登壇］

◎１５番（川西 仁議員）

私も一般質問を通告しておりますので、昼からの大変眠たい時ではございますが、お付

き合いのほどよろしくお願いをしたいと思います。

一般質問につきましては、件名として３件。

１件目といたしましては、美馬市における危機管理体制について。これにつきましては、

分散避難対応備蓄物資等購入支援事業の結果についてなどを聞こうと思っておりますが、

今朝の徳島新聞に、この内容についていろいろと詳しく出ておった記事が、ここに、私の

手元にもちょっとコピーであるんですが、これの内容を見させていただきましたら、もう

ほぼほぼかぶってしまっておるというか、議員の質問でかぶるんなら、なるほどと思うん
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ですけど、徳島新聞と私の質問が重なってしもたら、もうどないにもこないにもしようが

ないなというようなところで、これは早くから通告させていただいておりますので、もう

そのまま質問のほうに入らさせていただいて、川西が言いよったやつ、徳新で載っとった

やっちゃなと、もう１回、今日帰って徳島新聞と照らし合わせていただいたら、うれしい

かなと、徳新の宣伝も一応させていただきまして、質問に入らせていただきたいなと思い

ます。

そしてまた、質問の要旨２といたしましては、改訂版ハザードマップの内容等について

を順次お伺いをしていこうかなと思っております。

そして、次に、美馬市過疎地域持続的発展計画についてが、２点目の件名として出して

おります。これにつきましては、要旨といたしましては、新たな過疎法は、そういったと

ころを聞かせていただき、そしてまた、これまでの過疎計画に基づく事業の実績などをお

伺いをしたいと思います。

３件目としては、認定こども園における新型コロナウイルス感染症対策についてをお伺

いしたいと思います。日常における感染症対策についてを要旨１件目として、そしてまた、

２件目につきましては、新型コロナウイルス感染者が発生した場合の対策についてを、順

次お伺いしたいんですが、ちょっと時間をいただきまして、メールのほうの内容が少しお

かしくなりまして。あれ、出んようなった。ちょっと待ってください。すいません。ちょ

っとこちらのほうが出なくなりましたので、文書によります分に替えさせていただきたい

と思います。

まず、美馬市における危機管理体制につきましてでございますが、近年におきます気象

状況につきましては、非常に極端なものがありまして、通常の梅雨前線が発達化をして、

台風規模の集中豪雨、こういったものをもたらすようなものがあります。記憶に新しいも

のにおきましては、本年の７月３日におきましては、静岡県熱海市伊豆山地区での大規模

な土砂災害が発生をいたしました。これにおきましては、死者におかれましては、２６名

余りの方々がお亡くなりになられた。そしてまた、いまだに行方不明の方が数名おられる

ような状況と伝えられております。

この災害の要因につきましては、梅雨前線によります豪雨とされておりますが、今まで

の災害への認識が変わってきておるように考えるものであります。今まででは、大きな地

震とか、そして、台風や豪雪などによります災害につながるイメージが非常に強かったも

のから、最近におきましては、通常の梅雨前線から集中豪雨を起こして、そして、これら

から大きな災害をもたらすようなものが近年増えてきておる。このように思われます。

平成２６年８月に起こりました、広島豪雨土砂災害におきましても、秋雨前線によりま

す集中豪雨の災害とされております。

このように災害は、まさしくいつどこで発生するか分からない状況になっているのが現

状と考えられるものに加えまして、新型コロナウイルス感染症拡大という状況下での発災

時の対応について考えていかなければならないと、こういうものがありますが、美馬市に

おきましては、美馬市独自の危機管理体制を構築をされ、こういった問題にいち早く取り
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組んでこられたように思いますが、先般、新型コロナウイルス感染症拡大を踏まえた分散

避難に対します、これに対する備蓄物資の購入に対する助成事業、いわゆる分散避難対応

備蓄物資等購入支援事業を行ったところでありますが、この事業の結果について、どのよ

うなものがあったかをお伺いをするものでございます。

これが先ほど申しました徳島新聞と重なっておる内容というわけでございますが、この

辺りを重なった結果で結構でございますので、詳しく説明をいただきたいなと、このよう

に思います。

そしてまた、先ほど述べさせていただきました土砂災害につきましては、ハザードマッ

プを数年前に作成をされ、市内の全世帯に配布をして、被害想定をして災害に対する取組

をされていたと把握しておるところでございますが、このたび、改訂版ハザードマップが

配布されておると伺っておりますので、この内容についてもお伺いをしたいと思います。

次に、美馬市過疎地域持続的発展計画についてをお伺いしたいと思います。

過疎地域につきましては、昭和４５年に最初の過疎法であります過疎地域対策緊急措置

法、これが１０年の時限立法といたしまして制定をされて以来、これまで４次にわたり、

いわゆる過疎法が制定をされ、各種の対策が講じられてきましたが、令和３年４月１日に、

第５次となります過疎地域の持続的発展の支援に関する特別措置法が施行をされたところ

でございます。

これらに基づき、美馬市におきまして、合併当初、美馬市全域によります過疎地域指定。

この地域指定の認定をいただきまして、今日までいろいろな事業に取り組んでこられたの

が現状と思います。

平成１２年度から令和２年度までの過疎法の目的におきましては、１つ目といたしまし

て、過疎地域の自立促進、２番目といたしまして、住民福祉の向上、３番目といたしまし

て、雇用の増大、４番目としまして、地域格差の是正、そして、５番目といたしまして、

美しく風格ある国土の形成などを目的に、過疎地域自立促進特別措置法が進めてこられた

のが現状であります。

本年３月末に期限を迎えられましたこの地域自立促進特別措置法、これが４月から新た

に施行をされました。過疎地域の持続的発展の支援に関する特別措置法、この新たな措置

法、これはどういったものなんでしょうか。その辺りをお伺いをいたしたいと思います。

そしてまた、これまで過疎計画に基づいていろいろな事業に取り組んでこられたと思い

ますが、これまでの過疎計画に基づく事業の実績、こういったものがどのようなものがあ

ったのでしょうか。併せてお伺いをしたいと思います。

認定こども園における新型コロナウイルス感染症対策についてお伺いをしたいと、この

ように思います。

美馬市の認定こども園における新型コロナウイルス感染症対策につきましては、全国的

にデルタ株が拡大をし、一時は１日の感染者数が２万５,０００人を超える状況でありま

して、医療現場も逼迫しておりました。現在におきましては、全国的な第５波のピークが

過ぎたような状況ではございますが、新聞報道などから、最近は、若年層が感染者の大部



－７８－

分を占め、そしてまた、若年層でも中等症になる方もおられると、依然予断が許されない、

こういった状況が続いておるということであります。

そのような中、ワクチン接種におきましては、２回目が終えている、こういった方々に

つきましては、大分多い数となっており、徐々に進んでおると、こういう現状でございま

すが、現在、ワクチン接種が可能であるのは、１２歳からということでございますので、

ワクチン接種できない小学生や未就学児の感染者が増えている、こういったのも現状でご

ざいます。

特に集団で生活する認定こども園におきましては、密を避けられない、こういった状況

もあり、クラスター発生のリスクも高まっておりますが、美馬市の認定こども園におかれ

ましては、まずは、日常の感染症対策といたしまして、どのようなことを実施されていか

れるのか、お伺いをしたいと思います。

そしてまた、再問で感染者が発生した際の対応について質問をさせていただきたいと思

いますので、ご答弁のほどよろしくお願いをいたしたいと思います。

ご答弁により、再問とさせていただきますので、よろしくお願いをいたします。

◎企画総務部長（吉田正孝君）

議長、企画総務部長。

◎議長（林 茂議員）

はい、吉田企画総務部長。

［企画総務部長 吉田正孝君 登壇］

◎企画総務部長（吉田正孝君）

１５番、川西仁議員からの一般質問のうち、私からは、危機管理体制に関するご質問と

過疎地域持続的発展計画についてのご質問に、それぞれお答えいたします。

まず、分散避難対応備蓄物資等購入支援事業についてのお尋ねでございますが、阪神・

淡路大震災の教訓から、自助７割、共助２割、公助１割ということが言われておりまして、

自助の力を高めることが、防災・減災対策を進める上で大変重要であると考えております。

こうした中、新型コロナウイルスの感染拡大により分散避難が推奨されたことを踏まえ

まして、分散避難に対応するための備蓄物資等の購入に対し、市民お一人当たり３,００

０円を世帯単位で助成する事業に取り組みました。

その結果、５,７２２世帯からお申込みをいただき、世帯ベースの申込み率は４５.２％、

人口ベースでは５１.５％でございました。

商品別では、在宅避難用の非常食やトイレ・衛生用品のセットを申し込まれた世帯が多

く、単品では、停電への備えとして、ラジオや携帯電話の充電機能がついた商品をお申込

みいただいた世帯が多くございました。

また、今回、市の助成額を上回って申込み、自己負担をされた世帯の割合は１１％で、

自己負担額の最高額は８万７,０００円でございました。

一方、申込み世帯の内訳を見ますと、１人世帯と高齢者世帯の申込み率が低く、こうし

た世帯に対してどのように効果的に啓発を行っていくかが今後の課題であるということが
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明らかになっております。

今後、日頃から水や食料などを少し多めに購入し、消費しながら買い足していくローリ

ングストック法の実践や、家具の転倒防止といった自助のための取組を市民の皆様に進め

ていただけるよう、啓発に努めてまいりたいと考えております。

また、改訂版のハザードマップの内容につきまして、お答えいたします。

現行のハザードマップにつきましては、作成から約５年が経過をしており、この間、国

土交通省の土砂災害ハザードマップ作成ガイドラインが改訂されるとともに、県の被害想

定につきましても、新たなものが示されております。

このため、ハザードマップに最新の情報を反映するとともに、防災に関する新たな知見

を取り入れた総合防災ガイドブックを作成し、これらを合わせて、市内の全世帯に配布す

ることといたしております。

なお、ハザードマップにつきましては、ウェブ版につきましても作成することといたし

ておりまして、出先においても、スマートフォンで内容を確認いただけるよう、紙版と併

せて作成作業を進めております。

また、改訂版のハザードマップの内容でございますが、南海トラフ巨大地震と中央構造

線活断層地震による震度分布や液状化分布、土砂災害警戒区域や特別警戒区域、洪水浸水

想定区域、過去の浸水実績に基づく内水による浸水想定区域、ため池の決壊による浸水被

害区域など被害想定を示す情報に加え、指定避難所の位置など、避難に関する情報につき

ましても、地図上に掲載をし、災害発生時の迅速な避難行動と、被害の回避、軽減に向け

た事前の対策に役立てていただきたいと考えております。

続きまして、美馬市過疎地域持続的発展計画についてのご質問にお答えいたします。

過疎地域持続的発展計画は、過疎地域自立促進特別措置法が本年３月末に期限を迎えた

ことを受け、４月から新たに施行された過疎地域の持続的発展の支援に関する特別措置法、

いわゆる新過疎法に基づき策定をしたものでございます。

過疎法につきましては、昭和４５年の過疎地域対策緊急措置法以降、これまで４次にわ

たって議員立法により制定をされ、各種の過疎対策が講じられてまいりましたが、新過疎

法につきましては、人口の著しい減少に伴い、地域社会の活力が低下し、生産機能や生活

環境の整備などが他の地域と比べて低い地域の持続的発展を図り、人材の確保・育成や雇

用機会の拡充、住民福祉の向上、地域間格差の是正、そして、美しく風格ある国土の形成

に寄与することを目的として制定されたものでございます。

また、新過疎法では、過疎対策の目標に、人材の確保・育成や、情報通信技術の活用、

再生可能エネルギーの利用促進等が追加されるとともに、国税の特例・地方税の減収補て

ん措置の対象業種に情報サービス業等が追加されておりまして、本市にとって大変重要な

財源であります過疎対策事業債につきましても、引き続き措置されることとされました。

次に、これまでの過疎計画に基づく事業の実績についてお尋ねがございましたが、本市

では、平成２８年度から令和２年度までの５年間、過疎地域自立促進計画に基づき、ハー

ド・ソフトの両面で、過疎対策に資する事業に取り組んでまいりました。
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５年間の総事業費は、８３億２,６１１万８,０００円でございまして、このうち５６億

１,６００万円について、過疎対策事業債を活用しております。

また、分野別では、交通通信体系の整備、情報化及び地域間交流の促進分野が最も多く、

市道の整備事業を中心に３８億９,９５４万８,０００円。続いて、子育て支援の充実分野

が、認定こども園の整備など１３億１,４００万７,０００円。美馬地区統合小学校整備事

業など、教育振興分野が１２億６,１８２万２,０００円と続いております。

◎保険福祉部長（住友礼子君）

議長、保険福祉部長。

◎議長（林 茂議員）

はい、住友保険福祉部長。

［保険福祉部長 住友礼子君 登壇］

◎保険福祉部長（住友礼子君）

続きまして、私からは、美馬市の認定こども園における新型コロナウイルス感染症対策

について、お答えさせていただきます。

美馬市の認定こども園における日常的な感染症対策につきましては、ハード面・ソフト

面からそれぞれ対策を行っております。

まず、ハード面の対策でございますが、施設入り口には、カメラつきの非接触検温器を

設置し、来園者の発熱状況を確認できるようにしております。また、保育室内は空気清浄

機の設置とともに、給食の際などは、座席間に透明パネルの設置をしております。

次に、ソフト面の対策といたしましては、毎日の検温や手洗い、手指消毒の徹底と室内

の適度な温湿度管理や換気に加え、おもちゃの消毒などを行っております。また、「とく

しまアラート」の警戒情報を園内に掲示し、保護者の方には、家庭内での感染防止対策の

徹底と警戒地域への往来の自粛などを呼びかけております。

◎１５番（川西 仁議員）

議長、１５番。

◎議長（林 茂議員）

はい、１５番、川西仁君。

［１５番 川西 仁議員 登壇］

◎１５番（川西 仁議員）

はい、ありがとうございました。各答弁ありがとうございました。

それでは、再問に入らせていただきたいと思います。

まず、最初に、美馬市におけます危機管理体制について、再問に入らせていただきたい

と思います。

分散避難対応備蓄物資等購入支援事業の結果につきましては、５,７２２世帯からの申

込みの中で、世帯ベースで４５.２％、人口ベースでは、５１.５％の申込み率であり、商

品別におきましては、非常食やトイレ・衛生用品などで、単品におきましては、ラジオや

携帯電話充電機能がついた商品、こういったものが多かったというものでございました。
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そして、市の助成額を上回っての申込みにつきましては、１１％あり、最高額におきま

しては、８万７,０００円であったというものでございまして、危機管理に対します意識

が高くなっているように思われる。こういった一方で、１人世帯と高齢者世帯の申込みが

低い、これらが今後の取組の課題というものでありました。

また、改訂版ハザードマップの内容につきましては、現行のハザードマップは作成され

てから約５年が経過しているというもので、国交省や県より新たなものが示されているの

で改訂を行うと、こういったもので、内容につきましては、５項目に分けての被害想定に

関する情報と、そして、指定避難所などを地図上に掲載をしたものだというものでござい

ました。

ここで、５項目めの中の５番目にあります「ため池の決壊による浸水被害区域」、こう

いったものが、この項目の中の５番目にございましたが、ここに少し着目をしていただき

たいと思うところでございます。

なぜここに着目していただきたいかといいますと、先般、こうした問題が、私が住んで

いる地域の近くで、こういった問題がありました。それにつきましては、老朽ため池が存

在をしていて、そのため池の下流域、ため池の下部の部分に民家が点在をしておるという、

こういう状況の中で、先ほども申しましたが、近年の集中豪雨などの自然災害によります

ため池の決壊の恐れがあるので、行政としてどうにか取り組んでいただきたい、こういっ

た要望といいますか問題点がありました。

身近で起こった問題でございますので、改めてお伺いをしたいのでありますが、今回、

改訂版ハザードマップ、こういったものを市内全世帯へ配布をされるというご答弁がござ

いましたが、こういったため池につきまして、現状、美馬市としてどのように把握をされ

ておるのでしょうか。現状、把握しておる状況をお答えをいただきたいと思います。

次に、美馬市過疎地域持続的発展計画につきましての再問をさせていただきたいと思い

ます。

新たな過疎法につきましては、人口の著しい減少に伴い、地域社会の活力化が低下をし、

生産機能や生活環境の整備などが他の地域と比べて低い地域の持続的発展を図り、人材の

確保・育成や雇用機会の拡充、そして、住民福祉の向上、地域格差の是正、そして、美し

く風格ある国土の形成に寄与することを目的としたものだというものでございました。

先の質問でも述べさせていただきましたが、平成１２年から令和２年度までの過疎法の

目的の根源は同じでございますが、それらの内容を濃くされたものが、今回の新たな過疎

法の内容のようにとらわれるところでございます。

そして、これまでの過疎計画に基づきます事業の実績につきましては、美馬市における

５年間の総事業費につきましては、８３億２,６１１万８,０００円で、この中身のうち、

５６億１,６００万円が過疎対策事業債を活用している事業というもので、内容といたし

ましては、市道の整備事業を中心に、教育の振興、そして、子育て支援の充実などが続い

て、分野別に占めておられると、こういったものでございました。

美馬市におけます過疎法に基づく過疎地域自立促進計画、こういったものが、あらゆる
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分野で活用をされ、なくてはならない事業になっているのが、改めて理解をしたように思

います。

過疎法に基づいた過疎計画での事業の取組方や重要性が理解できてきたところで、改め

てお伺いをいたしたいところでございますが、９月定例会におきましては、議案第６５号

といたしまして、美馬市過疎地域持続的発展計画を提案をされ、我々議会の議決を求めら

れておりますが、この美馬市過疎地域持続的発展計画、こういった中身の内容についてを

改めてお伺いをいたしたいと思います。

次に、認定こども園における新型コロナウイルス感染症対策についてでございますが、

新型コロナウイルス感染症対策につきまして、先ほどご答弁いただいたものでございます

が、これにつきまして、ハード面、そして、ソフト面、それぞれの対策を講じていただい

ているようで、保育教諭の皆様方におかれましては、日頃の保育・教育活動を並行して、

この感染症対策との実施ということで、その尽力に感謝を表するところでございます。

感染拡大を防止するためには、やはり、日常から感染症対策を徹底することが重要だと

考えますので、気を緩めることなく、引き続き、万全の体制で臨んでいただきたいと思い

ます。

さて、７月下旬から８月上旬にかけて、阿波市の未就学児が通う施設にクラスターが発

生したことにつきましては、記憶に新しいことだと存じるところでございます。このクラ

スターは、施設の職員より、そこに通う幼児、そしてまた、この家族に広がり、クラスタ

ーの規模につきましては、２２人に達したというものを聞いておるところでございます。

隣の市町ということでございまして、感染症の恐怖をごくごく身近に感じたところでござ

いますが、このようなことがいつどこで起こるか分からない状況でございます。万が一、

同様のことが、我々美馬市の児童福祉施設におかれまして起きた場合を想定いたしまして、

緊急時には備えていかなければならないと思いますが、美馬市の認定こども園におかれま

して、感染者が発生した場合につきましては、どのような対策を取られるのか、再度お伺

いをしたいと思います。

ご答弁により、再々問とさせていただきますので、ご答弁のほどよろしくお願いをいた

したいと思います。

◎経済部長（藤田伸次君）

議長、経済部長。

◎議長（林 茂議員）

はい、藤田経済部長。

［経済部長 藤田伸次君 登壇］

◎経済部長（藤田伸次君）

１５番、川西仁議員からの一般質問、再問のうち、私からは、ため池の現状についての

ご質問にお答えをいたします。

近年、台風や集中豪雨、大規模な地震などの自然災害によりため池が被災した場合、甚

大な被害の発生が想定されており、ため池の適切な保全管理が求められております。
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平成３０年７月の西日本豪雨では、３２か所の農業用ため池が決壊し、人的被害も発生

したことから、国は全国全てのため池を対象に緊急点検を行い、その結果を公表したとこ

ろでございます。

現在、徳島県では、県内５４４か所の農業用ため池のデータベースを公表しております

が、このうち、本市の農業用ため池は２９か所でございまして、それぞれ土地改良区又は

個人が維持管理を行っております。

なお、この２９か所の農業用ため池のうち１８か所につきましては、決壊した場合の浸

水区域に家屋や公共施設などが存在し、人的被害を与える恐れのあるため池であり、国の

定める防災重点ため池に指定されております。こうしたため池の防災・減災対策につきま

しては、県営ため池等整備事業として、計画的に修繕工事を進めているところでございま

す。

また、本市では、防災重点ため池が決壊した場合に想定される浸水被害の範囲や到達時

間、浸水の深さ、避難箇所や緊急連絡先などの情報を分かりやすく地域住民の皆さんにお

知らせするために、ため池ハザードマップを作成しております。

このため池ハザードマップは、万が一の場合の備えとして、地域の皆さんが迅速な避難

行動や危機回避行動が行えるように作成したものであり、関係する各世帯に配布するとと

もに、市ホームページにも掲載し、情報提供を行っているところでございます。

◎企画総務部長（吉田正孝君）

議長、企画総務部長。

◎議長（林 茂議員）

はい、吉田企画総務部長。

［企画総務部長 吉田正孝君 登壇］

◎企画総務部長（吉田正孝君）

続いて、私から、美馬市過疎地域持続的発展計画の内容についての再問にお答えいたし

ます。

今回策定した計画は、計画期間が５年間で、市民生活に密着した各種インフラ整備を始

め、産業の振興、少子高齢化対策、集落整備、医療の確保、そして、教育の振興など、ハ

ード事業が３９９事業、ソフト事業が７４事業の、合わせて４７３事業を計上しておりま

す。

具体的には、ハード事業では、新学校給食センターの整備事業の約１３億円を始め、汚

泥再生処理施設整備負担事業に約２０億４,５００万円を、うだつアリーナ大規模改修事

業には約２億８,０００万円をそれぞれ計上したほか、市道の整備事業には約５２億１,４

００万円を計上しております。

また、ソフト事業では、みまっこ医療費助成事業に約５億４,８００万円、橋梁長寿命

化修繕計画策定事業には、約２億５,４００万円をそれぞれ計上するなど、持続可能な地

域社会を形成するための各種事業を計上しております。

なお、ハード事業のうち、学校給食センター整備事業につきましては、過疎対策事業債
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を活用ができない場合、合併特例債を除けば、地方交付税の算入率が７.５％の学校教育

施設等整備事業債しか活用できず、吉野川環境整備組合が実施いたします汚泥再生処理施

設の整備事業につきましても、合併特例債以外では算入率が４５％の一般廃棄物処理事業

債しか活用することはできません。

また、その他の事業につきましても、算入率がゼロか極めて低く設定されている事業債

しか活用できませんので、本市が各種事業を進める上で、地方交付税の算入率が７０％の

過疎対策事業債を活用できるかどうかは、極めて重要な要素でございます。

このため、国や県に対しまして十分な額の過疎対策事業債を配分いただけるよう要望し

てまいりますとともに、事業の実施に当たっては、配分いただいた過疎対策事業債の範囲

内で、財政状況も十分に勘案しながら、計画的に進めてまいりたいと考えております。

◎保険福祉部長（住友礼子君）

議長、保険福祉部長。

◎議長（林 茂議員）

はい、住友保険福祉部長。

［保険福祉部長 住友礼子君 登壇］

◎保険福祉部長（住友礼子君）

続きまして、私からは、新型コロナウイルス感染症対策についての再問にお答えさせて

いただきます。

美馬市の認定こども園において、感染者が確認された場合の対策について、園児が診療

検査機関を受診し、ＰＣＲ検査を実施する必要が生じたケースでご説明させていただきま

す。

保護者からは、検査することが決定した段階から園に連絡していただき、その検査結果

が判明次第報告していただきます。そして、園では、その結果により早急に対処すること

としております。

検査の結果、陰性の場合は、通常の開園となりますが、陽性であった場合は、園長は、

当該園児の行動歴や経過などの把握に努めるとともに、出席停止措置を行った上で、保健

所の指示に従い、園の閉鎖、消毒を行います。

次に、園児の感染確認に伴い、別の園児が濃厚接触者に特定された場合の対応でござい

ます。

この場合、園長は、保健所の指示により、濃厚接触者に特定された園児の出席停止措置

を行い、一定期間の自宅待機を指示します。濃厚接触者である園児の陽性が判明した場合

は、保健所の指示により、状況に応じて園内の消毒、開園時間の短縮又は閉鎖等も視野に

入れた対応を講じてまいります。

◎１５番（川西 仁議員）

１５番。

◎議長（林 茂議員）

１５番、川西仁君。
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［１５番 川西 仁議員 登壇］

◎１５番（川西 仁議員）

はい。再問によるご答弁、各ご答弁ありがとうございました。

それでは、それに基づきまして、再々問に入らせていただきたいと思います。

まず、美馬市における危機管理体制につきましてでございますが、ため池の現状につき

ましては、市内で２９か所のため池が登録をされておるということでございまして、土地

改良区や個人での維持管理を行っておるというもので、１８か所につきましては、一定の

事業採択基準を満たすもので、これにつきましては、美馬市が事業費の一部を負担をした

り、県営事業といたしまして、計画的に改修を行っているというものでございました。

計画的に行っているというものに対しましては、的確に取り組んでおられることという

ことで、納得できるところでございますが、事業採択基準に満たさないため池、こういっ

たため池につきましては、そのまま放置をされているのが現状ではなかろうか、こういっ

たところを思うところでございますが、これらにつきましては、今後どのように取り組ん

でいかれるのでしょうか。

先ほども申し上げましたように、危険なため池が、住んでおるところより上にありまし

て、そして、その下の地域には民家が点在している、こういった状況につきましては、非

常に危険な状態で、そしてまた、なおかつ、そのため池を除去するに値する基準がないの

で、どうすることもできない。こういったのが今の現状ではなかろうかという報告を受け

ておるというところでございます。

ただ単にハザードマップに記載をして、「危険なので、その下流域の地域の皆さん、そ

の方々にはハザードマップに備えて危険を察知してください」、こういったものには、あ

まりにも下の地域で暮らしている方々に対しては、非常に行政としては申し訳ないという

ところと思うんですが、どうでしょうか。行政としては、こういった問題を何かの方法、

何かの計画をつくって解決していくべきだと思いまして、今回、この質問をさせておる状

況でございます。

そしてまた、先般、県南には、線状降水帯、こういったものが四国で初めて出てきて、

大雨情報というのが出てきたわけでございます。地域の皆さんにおかれましては、こうい

ったものも踏まえて、非常に危惧されております。「上に、何も触れないため池があるか

ら、私たちはどうなるんだろう」、こういったところを訴えておりますので、こういった

内容を、今後どのように計画されて取り組んでいかれるのかを、最後にお伺いをいたした

いと思います。

次に、美馬市過疎地域持続的発展計画についてを再々問とさせていただきます。

美馬市過疎地域持続的発展計画の内容につきましては、計画期間を５年と定め、ハード

事業につきましては３９９、そして、ソフト事業が７４、これら合わせて４７３の事業と

いうものでございました。

内容といたしましては、今まさしく取り組んでおられる事業や、そしてまた、取り組も

うとしている事業の中身で、これらの中身といたしましては、学校給食センター整備事業
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や汚泥再生処理施設整備負担事業、そしてまた、うだつアリーナ大規模改修事業などで、

このほか、市道の整備事業などに取り組むものがハード事業ということで、このほか、ま

た、みまっこ医療助成事業、そして、橋梁長寿命化修繕計画策定事業、これらをソフト事

業として取り組みたい、こういったものでございました。

美馬市過疎地域持続的発展計画の内容につきましては、理解ができてきたところでござ

いますが、これは、まさしく美馬市が今取り組んでおられる事業、そしてまた、これから

取り組もうとしている事業の内容でございますが、美馬市が将来、今後、将来を見据えた

美馬市としての過疎対策、こういった中身については、どのように取り組んでいかれるの

でしょうか。この辺りを、美馬市の将来的な過疎対策についてを、最後にお伺いをしたい

と思います。

そして、３件目の認定こども園における新型コロナウイルス感染症の対策についてでご

ざいますが、新型コロナウイルス感染症対策に関しまして、感染者が発生した場合の対応

についてをお答えをいただいたところでございますが、園内におかれまして、感染拡大防

止を図るためには、少しでも早く対応する、こういったものが必要だと思います。

この点につきましては、ＰＣＲ検査を受ける段階から情報共有されるということで、早

期の対応が可能になるんじゃなかろうかと思われます。そして、このＰＣＲ検査で陽性が

出た場合におきましては、園の閉鎖等の処置をされるということでございましたが、園児

の保護者全員に速やかに、そして、正確にこの情報を伝えなければならない、伝える必要

があろうかとは思われますが、情報伝達につきましては、どのように行われるのでしょう

か。

また、急に休園になる状況になると思われますが、認定こども園を利用されている方に

つきましては、急遽、仕事を休まれる、また、こどもの預け先を探さなければならない、

こういった状況になると思われますが、そのような対応につきましては、どのように保護

者の方々に周知をさせていかれるのでしょうか。この辺りをお伺いをいたしたいと思いま

す。

今回の質問におきましては、一般質問におかれましては、この後の最後には、我々の最

大の先輩が最終のトリを取っていただくということなんで、私はもうこの辺りで終えたい

と思いますが、最後の最後までお付き合いのほど答弁のほどをよろしくお願いを申し上げ

まして、最後の質問とさせていただきます。どうもありがとうございました。

◎副市長（加美一成君）

議長、副市長。

◎議長（林 茂議員）

はい、加美副市長。

［副市長 加美一成君 登壇］

◎副市長（加美一成君）

１５番、川西仁議員からの再々問でございますが、私からは、本市の将来を見据えた過

疎対策、この件についてお答えをさせていただきます。
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本市の人口構造でございますが、転出者が転入者の数を上回る社会減よりも、死亡数が

出生数を上回る自然減の影響が年々大きくなっておりまして、人口減少を前提とした持続

可能なまちづくりが課題となっております。

こうした中で、新過疎法では、人材育成の観点が打ち出されておりまして、本市におき

ましても、子育てや教育環境の充実に加え、地域の担い手の確保・育成に取り組むことが、

今後の過疎対策において重要な要素になるものと考えております。

今後、新型コロナの影響により、東京一極集中の流れが変わるという予想もございます。

このため、担い手の確保・育成や新たな人の流れにつながる施策につきましても、過疎対

策事業債などの有利な財政支援を有効に活用しながら、なお一層進めてまいりたいと考え

ております。

◎経済部長（藤田伸次君）

議長、経済部長。

◎議長（林 茂議員）

藤田経済部長。

［経済部長 藤田伸次君 登壇］

◎経済部長（藤田伸次君）

続きまして、私からは、ため池の今後の対策についての再々問にお答えいたします。

農業用ため池につきましては、農業用ため池の管理及び保全に関する法律に則り、所有

者又は管理者において、定期的にため池の貯水位や法面の様子など施設状況を把握し、農

業用ため池としての機能が十分に発揮されるよう、日頃から適正な管理に努めていただく

必要があるものと考えております。

しかしながら、農業用ため池の所有者や利用者の高齢化が進行し、世代交代が進んでい

ないこともあり、日常の維持管理が適切に行われていないため池も、市内に少なからず存

在しているのではないかと考えられます。

議員ご指摘の事業採択基準に満たない、危険なため池への対応でございますが、本市と

いたしましても、地域住民の安全と安心に関わる課題であると認識しております。

まずは、ため池の危険除去に向けて、どのような対策が効果的なのか、全国的な事例や

近隣市町の状況も鑑みつつ、今後、関係部署と連携し、調査・研究を進めてまいりたいと

考えております。

◎保険福祉部長（住友礼子君）

議長、保険福祉部長。

◎議長（林 茂議員）

住友保険福祉部長。

［保険福祉部長 住友礼子君 登壇］

◎保険福祉部長（住友礼子君）

続きまして、私からは、新型コロナウイルス感染症対策についての再々問にお答えさせ

ていただきます。
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議員ご指摘のとおり、職員や園児に感染が確認された場合、急遽、休園することになり

ますので、そのことを迅速に、正確に、保護者の方にお伝えする必要がございます。

市内の認定こども園では、園と保護者との間で、携帯電話やスマートフォンを使って緊

急メールを送ることができるシステムを導入しております。このシステムを使い、ＰＣＲ

検査で陽性の結果が入り次第、メールで一斉に休園の情報を各保護者にお知らせする仕組

みとなっております。

また、急遽の休園は、保護者の方に多大なご迷惑をおかけしますので、園からは、あら

かじめこのような事態があり得るということを、文書にて保護者の方にお知らせさせてい

ただいており、急な事態を想定してのお子様の預け先の確保等、事前準備をお願いしてい

るところでございます。

一方、市といたしましては、園での感染拡大防止や休園期間の短縮を図るため、保健所

への濃厚接触者等の速やかな情報提供や、早急に消毒作業が実施できるよう、市内認定こ

ども園において感染者が確認された場合のマニュアルを作成しており、日頃より職員間で

共通認識を図っているところでございます。

加えて、市の危機管理担当部局や保健所等関係機関と連携し、適切に早期対応を図って

まいりたいと考えております。

◎議長（林 茂議員）

ここで１０分ほど小休いたします。

小休 午後３時４７分

再開 午後３時５５分

◎議長（林 茂議員）

小休前に引き続き、再開いたします。

次に、議席番号１８番、武田保幸君。

◎１８番（武田保幸議員）

１８番、武田。

◎議長（林 茂議員）

１８番、武田保幸君。

［１８番 武田保幸議員 登壇］

◎１８番（武田保幸議員）

議長の許可をいただきましたので、通告に従いまして、１件を質問いたしたいと思いま

す。

私が、この場に立たさせていただきますもので、平成２９年３月議会の一般質問以来、

４年半ぶりになります。その時には、今回と同じ日本一清流・穴吹川の観光振興と周辺対

策について、質問させていただきました。

市長からの答弁では、穴吹川の観光振興と周辺対策、県道田方穴吹線周辺の駐車場整備

について、早急に現地調査を行い、整備を検討するとの答弁をいただきました。
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あれから４年半が経過して、現在、このコロナ禍において、キャンプや川遊びの穴吹川

を訪れる観光客はますます増えていっております。

それで、お伺いいたします。穴吹川の周辺の観光振興に係る駐車場整備と更なる魅力あ

る観光地づくりの取組について、市のお考えをお聞かせ願いたいと思いますので、ご答弁

のほどよろしくお願いいたします。

◎市長（藤田元治君）

議長。

◎議長（林 茂議員）

はい、藤田市長。

［市長 藤田元治君 登壇］

◎市長（藤田元治君）

１８番、武田保幸議員の一般質問にお答えをいたします。

新型コロナウイルス感染症感染拡大の影響を受け、市内の観光施設入り込み客数は大幅

に減少しておりますが、穴吹川におきましては、この夏におきましても、日本一の清流を

楽しもうと、県内外より多くの行楽客に訪れていただくことができました。

これは、コロナ禍における観光需要が大きく変化をし、いわゆる３密を回避できるレジ

ャーとして、アウトドア志向が高まった結果、他の観光地へ流れていた隣県在住者の方々

の多数の誘客につながったと分析をしております。

また、穴吹川入り込み客数の推計を見てみますと、コロナ禍の影響が出る前の平成３０

年では、約１５万人に上っており、年々増加をしてまいりました。これは、日本一の清

流・穴吹川を守るため、長年にわたり地元住民の皆様方の一斉清掃を始めとする環境美化

活動、流域における観光施設や周辺道路の整備、徳島自動車道・脇町インターチェンジか

らのアクセスのよさなどが評価をされたことによるものと考えております。

武田議員からは、先ほどのご発言の中にもございましたが、平成２９年３月議会の一般

質問をいただきました。私からは、この対策といたしまして、県道田方穴吹線周辺の駐車

場整備について早急に検討すると、答弁をさせていただきました。その後の取組といたし

ましては、現地調査などを行い、新たな駐車場の整備や周辺道路の改良工事などに取り組

んだほか、通行の支障となっていた違法駐車対策などを実施してまいりました。

また、周辺観光施設のブルーヴィラあなぶきでは、施設の大規模改修を行ったほか、今

年度ではコロナ対策の強化を進め、全体として、穴吹川の魅力度アップに向けた施策を実

施しているところでございます。

こうした取組が評価をされ、コロナ禍の現在におきましても、多くの観光客を集めてい

る穴吹川は、市内有数の観光スポットと言えますことから、更なる利便性の向上と周辺地

域を含めた観光振興に向け、取り組んでまいりたいと考えております。

なお、議員のご質問にありました、魅力ある観光地づくりの取組といたしまして、知野

地区の穴吹川上流右岸付近に、駐車場や日本一の清流・穴吹川の魅力を生かしたアウトド

アが楽しめるレジャー施設を整備したいと考えております。
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現在、河川管理者であります県と協議を進めている段階でございまして、詳細につきま

しては、今後検討することといたしておりますが、何よりも穴吹川の魅力を最大限生かせ

る施設となりますよう、整備を進めてまいります。

近年、アウトドアにおけるニーズは、テレビ番組などでも多数取り上げられており、た

き火や水にこだわったキャンプ型コンテンツが人気を博しております。そうしたニーズに

対しまして、今回、整備を計画している地域は最適であり、新たな観光スポットとして十

分活用を見込めるものと考えております。

当然、この事業を進めていく上では、施設や周辺地域への安全性の確保について、十分

に配慮した内容とするほか、運営手法などにつきましても、地域住民の皆様にご迷惑とな

らないよう、しっかりと検討してまいります。

また、施設本体だけではなく、アクセス道路となります県道田方穴吹線の改良につきま

しても、併せて道路管理者の県に対して強く要望してまいりたいと考えております。

特に、知野地区では、集落内の交通量が増加することによる生活環境への影響が見込ま

れますことから、課題箇所の明確化と改善対策を施設整備と並行して行い、生活への影響

を最小限にとどめたいと考えておりますと同時に、この施設ができることにより、知野地

区の皆様方を始め、周辺地域の皆様方があらゆる部分でメリットを共有できるよう、地域

住民の皆様方とともに創造してまいりたいと考えております。

本市といたしましては、この駐車場を兼ね備えたレジャー施設を体験・滞在型観光の新

たな拠点として整備をし、観光づくり、にぎわいづくりを更に前へ進めてまいります。

また、ブルーヴィラあなぶきなどの既存観光施設とも連携をさせながら、日本一の清

流・穴吹川と周辺に広がる豊かな自然環境を満喫できるエリアとして、穴吹川全体におけ

る魅力度の向上に努めてまいります。

なお、今後事業を進めていく上では、何よりも周辺土地所有者の皆様はもとより、地域

住民の皆様のご理解が必要でございます。どうか格段のご理解を賜りますよう、お願いを

申し上げまして、私からの答弁とさせていただきます。

◎議長（林 茂議員）

以上で、通告による一般質問は終わりました。これをもって、一般質問を終結いたしま

す。

次に、日程第４、議案第５８号、美馬市過疎地域における固定資産税の課税免除に関す

る条例の制定についてから、議案第６５号、美馬市過疎地域持続的発展計画の策定につい

てまでの８件を一括して議題といたします。

これより質疑に入ります。

ただいまのところ質疑の通告がございませんので質疑なしと認めます。これをもって、

質疑を終結いたします。

ただいま議題となっております議案第５８号から議案第６５号までの８件を、会議規則

第３７条第１項の規定により、ご配付の議案付託表のとおり、各常任委員会等に付託をい

たします。
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また、陳情１件につきましては、所管の総務常任委員会に送付いたしましたので、報告

をいたしております。

次に、日程第５、議案第７０号、令和３年度美馬市一般会計補正予算（第６号）を議題

といたします。

議案の朗読を省略し、提案理由の説明を求めます。

◎市長（藤田元治君）

議長。

◎議長（林 茂議員）

はい、藤田市長。

［市長 藤田元治君 登壇］

◎市長（藤田元治君）

ただいま上程をいただきました議案第７０号、令和３年度美馬市一般会計補正予算（第

６号）についてご説明をさせていただきます。

議案書１１３ページをお開き願います。

令和３年度美馬市一般会計補正予算（第６号）は、第１条、歳入歳出予算の補正のとお

り、歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ４,６７０万円を追加し、歳入歳出予算の

総額を、歳入歳出それぞれ２０４億７,３７０万円とするものであります。

この案件につきましては、学校給食センター整備・運営事業の債務負担行為の設定及び

新型コロナウイルス感染症対策に伴う関連予算などを計上したものであります。

それでは、補正予算の主なものについて説明をさせていただきます。

まず、脇町小星地区に建設予定の学校給食センターにつきましては、その整備・運営を

ＤＢＯ方式（デザイン・ビルド・オペレート方式）により実施することに伴いまして、債

務負担行為を設定するものでございます。期間は、令和４年度から令和１９年度までとし、

限度額は３５億２,０００万円に、物価変動による増減額並びに消費税及び地方消費税に

よる増減額を加算した額の範囲内とするものであります。

次に、新型コロナウイルス感染症対策事業の主なものといたしまして、新型コロナウイ

ルスの感染拡大により、影響を受けた事業者の事業継続を支援するための企業応援給付金

４,３００万円のほか、避難所などにおける感染防止対策のための循環型屋外シャワーの

購入費９２２万４,０００円を計上しております。

以上が、令和３年度一般会計補正予算（第６号）の概要であります。

原案のとおりご可決を賜りますようお願いを申し上げまして、提案理由の説明とさせて

いただきます。どうぞよろしくお願いをいたします。

◎議長（林 茂議員）

以上で提案理由の説明が終わりました。

これより質疑に入ります。

質疑の通告は、ご配付の議案の質疑一覧表のとおり、１件でございます。

発言を許可いたします。
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◎３番（藤野克彦議員）

議長、３番。

◎議長（林 茂議員）

はい、３番、藤野克彦君。

［３番 藤野克彦議員 登壇］

◎３番（藤野克彦議員）

それでは、議長の許可をいただきましたので、議案第７０号、令和３年度美馬市一般会

計補正予算（第６号）の美馬市学校給食センター整備・運営事業に関する予算について、

議案質疑をいたします。

午前中の代表質問では、学校給食センター整備事業の進捗状況や、県内で学校給食セン

ター整備に関しては初となるＤＢＯ事業方式について、詳しくご説明いただいたところで

ございます。

そこで、追加提案されております美馬市学校給食センター整備・運営事業の関連予算に

ついて、事業内容と財源について、また、今後のスケジュールについてお聞きいたします。

よろしくお願いします。

◎美来創生局長（篠原孝志君）

議長、美来創生局長。

◎議長（林 茂議員）

はい、篠原美来創生局長。

［美来創生局長 篠原孝志君 登壇］

◎美来創生局長（篠原孝志君）

３番、藤野議員からの議案質疑につきましてお答えいたします。

初めに、事業内容と財源についてでございます。

今回学校給食センター整備事業におけます、令和４年度から令和１９年度まで、１６年

間の債務負担行為限度額といたしまして、３５億２,０００万円を設定いたしております。

事業内容といたしましては、設計、建設、調理用設備など、施設整備業務費としまして

１２億７,０３１万１,０００円。開業準備費や施設運営、維持管理など、施設運営業務費

としまして、２２億４,９６８万９,０００円でございます。

財源といたしましては、建設など施設整備に係る事業費につきまして、国庫補助金、学

校施設環境改善交付金１億１,６４０万円。過疎債１０億７,４４０万円を見込んでおりま

す。開業準備経費や施設運営、維持管理経費につきましては、一般財源で対応を想定いた

しております。

次に、今後のスケジュールについてでございます。

今後のスケジュールといたしましては、今回の債務負担行為の議決をいただきましたら、

１０月上旬に事業者募集要項の公表を行い、１１月上旬から事業者参加表明書及び資格審

査書の受付を開始いたしたいと考えております。

そして、順調に進みましたら、来年１月下旬頃に受注候補者を選定し、３月議会におい
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て議会の承認をいただいた上で、事業契約の締結を行いたいと考えております。

なお、令和４年度以降の事業スケジュールは、設計及び建設工事として、令和５年７月

までの１６か月間を見込んでおり、その後、開業準備期間を１か月設け、維持管理運営期

間につきましては、令和５年９月から令和２０年３月までの１４年７か月といたしており

ます。

◎議長（林 茂議員）

以上で、通告による質疑は終わりました。

これをもって質疑を終結いたします。

ただいま議題となっております議案第７０号を、会議規則第３７条第１項の規定により、

ご配付の議案付託表その２のとおり、各常任委員会に付託をいたします。

以上で、本日の議事日程は全て終了いたしました。

次に、休会についてお諮りいたします。明日１５日から９月３０日までの１６日間は、

委員会審査及び市の休日のため、休会といたしたいと思います。これにご異議ございませ

んか。

（「異議なし」の声あり）

◎議長（林 茂議員）

異議なしと認めます。

よって、明日１５日から９月３０日までの１６日間は休会とすることに決しました。

なお、２１日の産業常任委員会、２２日の福祉文教常任委員会、２４日の総務常任委員

会の各常任委員会及び２７日からの決算審査特別委員会への付託案件等のご審議をよろし

くお願いいたします。

次回は、１０月１日午前１０時から再開し、委員長報告に引き続き、質疑・討論・採決

であります。よろしくお願いいたします。

本日はこれをもって散会といたします。

大変ご苦労様でした。

散会 午後４時１５分
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